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─────────────────────────────────────────── 

令和７年 第１回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                             令和７年３月５日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                         令和７年３月５日 午前９時30分開議 

 日程第１ 議案第１号 令和７年度周防大島町一般会計予算 

 日程第２ 議案第２号 令和７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算 

 日程第３ 議案第３号 令和７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算 

 日程第４ 議案第４号 令和７年度周防大島町介護保険事業特別会計予算 

 日程第５ 議案第５号 令和７年度周防大島町渡船事業特別会計予算 

 日程第６ 議案第６号 令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算 

 日程第７ 議案第７号 令和７年度周防大島町病院事業特別会計予算 

 日程第８ 議案第８号 令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第８号）（討論・採決） 

 日程第９ 議案第９号 令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

（討論・採決） 

 日程第10 議案第10号 令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

            （討論・採決） 

 日程第11 議案第11号 令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）（討

論・採決） 

 日程第12 議案第12号 令和６年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号）（討論・

採決） 

 日程第13 議案第13号 令和６年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）（討論・ 

            採決） 

 日程第14 議案第14号 令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第３号）（討論・

採決） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 令和７年度周防大島町一般会計予算 

 日程第２ 議案第２号 令和７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算 

 日程第３ 議案第３号 令和７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算 

 日程第４ 議案第４号 令和７年度周防大島町介護保険事業特別会計予算 
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 日程第５ 議案第５号 令和７年度周防大島町渡船事業特別会計予算 

 日程第６ 議案第６号 令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算 

 日程第７ 議案第７号 令和７年度周防大島町病院事業特別会計予算 

 日程第８ 議案第８号 令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第８号）（討論・採決） 

 日程第９ 議案第９号 令和６年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

（討論・採決） 

 日程第10 議案第10号 令和６年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

            （討論・採決） 

 日程第11 議案第11号 令和６年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）（討

論・採決） 

 日程第12 議案第12号 令和６年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号）（討論・

採決） 

 日程第13 議案第13号 令和６年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）（討論・

採決） 

 日程第14 議案第14号 令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第３号）（討論・

採決） 

────────────────────────────── 

出席議員（14名） 

１番 占部 智子君       ２番 淺原 賢潤君 

３番 山根 耕治君       ４番 栄本 忠嗣君 

５番 岡﨑 裕一君       ６番 山中 正樹君 

７番 白鳥 法子君       ８番 田中 豊文君 

９番 新田 健介君       10番 吉村  忍君 

11番 久保 雅己君       12番 小田 貞利君 

13番 尾元  武君       14番 荒川 政義君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 池永祐美子君     議事課長 林  祐子君 
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書  記 末武 良浩君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 藤本 淨孝君   副町長 ………………… 山中 茂雄君 

教育長 ………………… 星野 朋啓君   病院事業管理者 ……… 石原 得博君 

総務部長 ……………… 中元 辰也君   産業建設環境部長 …… 瀬川 洋介君 

健康福祉部長 ………… 中村 晴彦君   上下水道部長 ………… 藤本 倫夫君 

統括総合支所長 ……… 松村  浩君                      

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 江本 達志君 

教育次長 ……………… 木谷  学君   総務課長 ……………… 梅木 義弘君 

財務課長 ……………… 岡原 伸二君   政策企画課長 ………… 中原 藤雄君 

税務課長 ……………… 宮崎由紀子君   福祉課長 ……………… 濱中 靖夫君 

教育委員会総務課長 … 小泉 周三君   社会教育課長 ………… 山根 一夫君 

病院事業局総務課長 … 木村 稔典君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開議 

○議長（荒川 政義君）  改めまして、おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１、議案第１号令和７年度周防大島町一般会計予算を議題としま

す。 

 補足説明を求めます。中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  議案第１号令和７年度周防大島町一般会計予算について、補足説明

をいたします。 

 それでは、一般会計予算書の２ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１５４億２,５００万円と定めております。 

 前年度に比べ、３.２％の減、５億１,５００万円の減額となっております。 

 第２条、債務負担行為は、６ページの第２表のとおり、周防大島町清掃センター基幹的設備改

良事業について、期間は令和８年度から令和９年度までとし、その限度額は、２２億５,６６５万

円と定めるものでございます。 
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 第３条、地方債は、６ページの第３表のとおり、それぞれの事業実施にあたり、起こすことの

できる起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものであり、その限度額

を、合計１４億６,７９０万円と定めるものでございます。 

 第４条は、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ最高額を３０億

円と定めるものであります。 

 第５条は、歳出予算の流用について、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場

合は、同一款内における給料等の項間の流用と定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書により、歳入歳出予算の主なものにつきまして御説明をさせていただ

きます。 

 まず、歳入でございます。事項別明細書の１０ページをお願いいたします。 

 １款町税１項町民税は、前年度から３９９万７,０００円減額の５億４００万２,０００円を計

上いたしております。 

 ２項固定資産税は、前年度から１,０２９万１,０００円減額の６億４,５２４万３,０００円の

計上でございます。 

 ３項軽自動車税は、５３万８,０００円の減額、１１ページの４項たばこ税につきましては

３００万円の減額、また、５項入湯税につきましては、７０万円の減額を見込んで計上いたして

おります。 

 ２款地方譲与税から１３ページの９款地方特例交付金までは、いずれも令和６年度の決算見込

みと国の地方財政計画等を基に試算し計上をしております。 

 １０款地方交付税は、前年度より１億４,０００万円増額の７４億３,０００万円を計上してお

ります。 

 国の地方財政計画等により試算をし、普通交付税は１億円増額の６７億円、特別交付税は

４,０００万円増額の７億３,０００万円を見込んでおります。 

 １４ページの１１款交通安全対策特別交付金は、２０万円の減額を見込んで計上しております。 

 １２款分担金及び負担金１項分担金は、県営事業の耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業、戸

田地区の分担金、同じく県営事業の水利施設等保全高度化事業、日良居地区の分担金、合計

３６０万８,０００円の計上でございます。 

 ２項負担金は、老人保護措置費負担金など、合計で３,７９２万１,０００円を計上いたしてお

ります。 

 １３款使用料及び手数料１項使用料につきましては、１５ページの斎場、市民農園、１６ペー

ジの星野哲郎記念館、陸奥記念館、公営住宅等々、町内各施設の使用料として、１８ページの合

計１億５,１５１万２,０００円の計上でございます。 
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 ２項手数料につきましては、戸籍、住民票等の交付手数料、ごみ処理手数料など、１９ページ

の合計２,４８７万４,０００円の計上でございます。 

 １４款国庫支出金１項国庫負担金は、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給付費負担金、私

立保育所運営費負担金、児童手当負担金や、２０ページの生活保護費負担金など、合計で８億

５,３４０万７,０００円の計上でございます。 

 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金では、米空母艦載機部隊配備特別交付金６,２２５万

１,０００円を計上し、高潮対策整備事業及び高潮・内水浸水対策整備事業、教育備品等購入事

業の財源として各事業へ充当しております。 

 地域経済循環創造事業補助金は、産学官金の連携により、地域の資源と資金を活用した地域密

着型の創業・新規事業を支援するための補助金１,１２５万円の計上でございます。 

 新しい地方経済・生活環境創生交付金は、キャッシュレス化対応ＰＯＳレジ導入経費及び介護

認定審査会システム等導入経費に対する交付金１,２８０万８,０００円の計上でございます。 

 過疎地域持続的発展支援交付金は、医療・行政ＭａｓＳ推進事業に対する交付金２,０００万

円の計上でございます。 

 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金は、定額減税補足給付金事業に対する交付金

８,６０９万９,０００円の計上でございます。 

 ２目民生費国庫補助金は、地域生活支援事業補助金、２１ページの子ども・子育て支援交付金

などの計上でございます。 

 ３目衛生費国庫補助金は、地球温暖化対策実行計画策定に対する二酸化炭素排出抑制対策事業

費等補助金８００万円や、妊婦支援給付事業に対する４２５万円の補助金などを計上しておりま

す。 

 ４目農林水産業費国庫補助金は、海岸保全施設整備事業補助金７,５００万円の計上でござい

ます。 

 ５目土木費国庫補助金は、道路改良事業や道路メンテナンス事業に対する活力創出基盤整備交

付金８,１７５万３,０００円の計上でございます。 

 公営住宅ストック総合改善事業交付金３７１万９,０００円は、公営住宅長寿命化計画策定に

対する交付金でございます。 

 ６目消防費国庫補助金は、洪水ハザードマップ作成に対する交付金などを計上しております。 

 ７目教育費国庫補助金は、就学奨励費補助金等の計上でございます。 

 ２２ページの３項国庫委託金は、基礎年金等事務委託金などを計上いたしております。 

 １５款県支出金１項県負担金は、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給付費負担金、後期高

齢者基盤安定負担金、２３ページの私立保育所運営費負担金、児童手当負担金及び生活保護費負
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担金等、合計４億１,８５１万９,０００円の計上でございます。 

 ２項県補助金は、１目総務費県補助金に、東京圏等移住支援事業支援金などを、２目民生費県

補助金には、福祉医療費補助金、２４ページの国保負担軽減対策費助成事業補助金、子ども・子

育て支援交付金などを、３目衛生費県補助金には、広域水道出資債元利補給金などを計上してお

ります。 

 ２５ページの４目農林水産業費県補助金は、中山間地域等直接支払交付金事業補助金、ため池

関連事業に対する農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金、海岸保全施設整備事業補助金や水

産物供給基盤機能保全事業補助金のほか、港整備交付金事業補助金などの計上でございます。 

 ５目商工費県補助金には、生活バス路線対策事業補助金などを、２６ページの６目消防費県補

助金は、山口県民間建築物耐震改修等推進事業費補助金を、また、７目教育費県補助金には、部

活動改革推進事業補助金などを計上いたしております。 

 ３項県委託金の１目総務費県委託金につきましては、住宅環境改善支援事業事務委託金、県知

事選挙、参議院議員選挙や、２７ページの国勢調査等の委託金の計上でございます。 

 ２目民生費県委託金は、行旅病死人取扱事務委託金などを、３目衛生費県委託金は、地球温暖

化防止活動推進員委嘱事務交付金などを、４目農林水産業費県委託金は、日良居地区基盤整備事

業にかかる水利施設等保全高度化事業換地処分事務委託金や有害鳥獣捕獲許可委託金などを計上

いたしております。 

 ２８ページの５目商工費県委託金は、片添ヶ浜海浜公園の指定管理料などを、６目土木費県委

託金は、水門、樋門等の管理に関する委託金などを、７目消防費県委託金は、防災センターの指

定管理料などを、また、８目教育費県委託金には、給与諸手当認定事務委託金などを計上してお

ります。 

 １６款財産収入１項財産運用収入には、土地及び建物の貸付収入、２９ページには各基金の利

子収入等を計上しております。 

 ２項財産売払収入には、３０ページ、太陽光発電余剰電力売払収入などを計上いたしておりま

す。 

 １７款寄附金では、主にふるさと寄附金の計上でございます。 

 １８款繰入金は、各基金からの繰り入れでございまして、１目財政調整基金は１４億２,８９６万

１,０００円を取り崩すこととしております。 

 また、２目福祉振興基金から３２ページ、１４目森林環境整備基金繰入金まで、それぞれの基

金条例の目的に応じて取り崩すこととしており、合計で１６億８,７６９万１,０００円の計上で

ございます。 

 １９款繰越金は、前年度と同額の１,０００万円を計上しております。 
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 ２０款諸収入１項は、延滞金、加算金及び過料でございます。 

 ３３ページの２項は、町預金利子の計上でございます。 

 ３項貸付金元利収入は、中小企業勤労者小口資金貸付金元利収入や地域総合整備資金貸付金元

金収入などの計上でございます。 

 ４項雑入１目は、学校給食収入の計上でございます。 

 ３４ページの４目雑入は、合計３億２,４０１万７,０００円増額の５億５,５１７万

２,０００円となっております。 

 増額の主な要因は、２節総務費雑入の下から２行目、デジタル基盤改革支援補助金３億

２,４２７万１,０００円、一番下の柳井地域広域水道派遣職員人件費負担金５,７８９万

９,０００円などでございます。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 ２１款１項町債につきまして、１目総務債から５目過疎対策事業債まで、各事業の財源として

計上しております。 

 なお、合併事業債は、令和６年度で適用が終了したため計上しておりません。 

 以上が歳入についてでございます。 

 続きまして、歳出の主なものについて御説明をいたします。 

 それでは、４１ページをお願いいたします。 

 １款１項１目議会費は、議員人件費、議会運営経費及び議会活動経費等を計上しております。 

 ４３ページの２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の職員人件費（一般管理費）は、特別

職、一般職の給料、各種手当、共済費、退職手当組合負担金等の計上でございます。 

 ４４ページの行政一般管理経費におきましては、６,２６８万９,０００円の計上となっており

ます。 

 ４５ページの委託料にアナログ規制点検・見直し支援業務、使用料及び賃借料には、Ｗｅｂ

サービス利用料に採用専用サイトの利用料を計上しております。 

 ４６ページの契約監理一般経費は、契約・工事管理システムの運用経費の計上が主なものでご

ざいます。 

 住宅環境改善支援事業は、山口県が令和元年度から行っております住宅環境改善支援事業にお

いて、エアコンや断熱サッシの設置等に対する補助金交付申請の受付等経費を全額山口県からの

委託金を財源として計上しております。 

 ２目文書広報費の広報広聴事業費は、有識者意見交換会にかかる報償費や町広報紙の印刷製本

費等を計上しております。 

 ４７ページの情報公開事務費は、情報公開審査委員報酬等の計上でございます。 
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 防災行政無線施設管理事業費は、２億４,７３７万２,０００円を計上しております。防災行政

無線施設の再整備工事が主なもので、令和７年度は屋外拡声子局の更新を予定をしております。 

 ４８ページの地域情報通信基盤整備推進事業は、委託料に周防大島チャンネル番組制作費やＷ

ｉ─Ｆｉ環境整備費を、負担金、補助及び交付金の４９ページ、地域情報通信基盤整備推進事業

補助金は、浮島地区への高速通信を整備する事業に対する補助金の計上でございます。 

 ３目財政管理費は、財務課業務にかかる会計年度任用職員人件費のほか、全庁的に使用する封

筒印刷経費等の計上でございます。 

 ４目会計管理費は、会計事務にかかる会計年度任用職員の報酬のほか、収納手数料・口座振込

手数料等の計上でございます。 

 ５０ページの５目財産管理費について、財産管理一般経費は、公共施設及び公用車の保険料等

の計上のほか、指定管理者に委託をしております施設や町有財産等の緊急修繕費、工事請負費等

の計上でございます。 

 基金管理経費は、基金利息を積立金として基金に積み立てる経費の計上でごいます。 

 ５１ページの６目企画費について、企画一般経費は、本町の魅力を都市部で総合的に発信する

タウンプロモーション経費を普通旅費及び会場借上料に計上しております。 

 ５２ページの委託料には、令和８年度から５年間の計画を策定するため、男女共同参画基本計

画策定業務、総合計画後期基本計画及び総合戦略策定支援業務の委託料を計上しております。 

 工事請負費には、旧田布施農高グラウンド駐車場の水捌け解消対策工事費を計上しております。 

 負担金、補助及び交付金の下から２行目の地域経済循環創造事業補助金は、産学官金の連携に

より、地域の資源と資金を活用した地域密着型の創業・新規事業を支援するため事業化段階で必

要となる初期投資費用について、国の補助金を活用して補助するものでございます。 

 離島振興事業費は、離島振興協議会負担金、離島高校生修学支援費補助金などが主なものでご

ざいます。 

 ５３ページのふるさと応援事業は、ふるさと寄附金にかかる事業費を計上するもので、寄附金

の受付から返礼品の調達や発送までの委託料や、ふるさと応援基金積立金等として、４,７７６万

１,０００円の計上でございます。 

 企業誘致対策事業は、現在サテライトオフィスとして利用しております旧和田小学校に関する

維持管理経費でございます。 

 ５４ページの委託料と工事請負費には、更新が必要となりました高圧受変電設備改修にかかる

設計業務委託料と工事請負費を計上いたしております。 

 また、本町でワーケーションを実施する企業等に対する宿泊費や交通費等の一部を助成する

ワーケーションＩｓｌａｎｄ構想加速化促進補助金も令和６年度に続き同額を計上しております。 
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 定住対策事業は、移住希望者に対し、地域の人や先輩移住者に体験談等を伝えていただく移住

サポーター制度新設にかかる報償費を新規計上いたしております。 

 若者世帯が新築住宅または中古住宅を取得する際に商品券と助成金を交付する若者世帯住宅取

得応援事業の経費につきましては、報償費と負担金、補助及び交付金にそれぞれ計上しておりま

す。 

 また、令和７年度からは子供が２人以上いる世帯への助成を拡充し、若者世帯の移住・定住促

進を図ろうとするものでございます。 

 ５５ページの空家対策事業につきまして、災害や老朽等により倒壊する恐れのある危険空家な

どの安全性を確保するため、５６ページの工事請負費に２００万円を計上しております。 

 空家リフォーム助成金は、令和７年度から購入物件のリフォームも助成の対象とし５００万円

を、また、空家等の除去にかかる費用の一部を補助する危険空家等除去事業補助金は７５０万円

を計上いたしております。 

 空家有効活用事業は、定住対策の一環として、移住者や町内外の若者へ住居の提供を行うため、

町が借り上げた空家物件の維持経費の計上でございます。 

 若者定住促進住宅用地整備事業は、東和地区での用地貸付に関する経費を計上いたしておりま

す。 

 ５７ページの若者定住促進住宅建設事業は、大島地区に第４期分４戸の住宅を建設するための

経費として、２億４,３９０万９,０００円を計上いたしております。 

 ７目支所及び出張所費の合計は、１億２,６２５万７,０００円を計上しており、各庁舎の維持

管理経費のほか、道路等維持にかかる工事請負費、小規模施設整備事業補助金により、防災減災

対策をはじめ、地域住民からの要望に迅速に対応しようとするものでございます。 

 各出張所経費には会計年度任用職員の報酬、施設の維持管理経費を計上しております。 

 なお、令和７年度から各支所の原材料支給事業費の経費は、各支所の道路等維持管理経費に組

み替えて計上いたしております。 

 支所及び出張所費の主なものは、久賀支所管理経費の５８ページ、委託料の測量設計監理業務

に、久賀庁舎の照明ＬＥＤ改修工事の実施設計業務委託料２５８万５,０００円を計上しており

ます。 

 大島支所管理経費の６０ページ、備品購入費は、公用車更新経費でございます。 

 旅券事務事業費の６１ページ、備品購入費は、ＩＣ旅券用交付窓口端末機更新経費でございま

す。 

 ６６ページをお願いいたします。 

 ８目電子計算費の電算システム管理事業費は、情報システム標準化共通化整備経費や内部情報
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系システムクラウドサービス利用料、自治体情報システム標準・共通化環境利用料にかかる経費

等により、６億２,５６２万９,０００円の計上となっております。 

 なお、情報システム標準化共通化整備経費等に対する財源として、デジタル基盤改革支援補助

金２億９,９６４万２,０００円を充当しております。 

 ６７ページのＤⅩ推進事業につきまして、委託料のデジタル活用支援業務は、訪問型スマート

フォン教室開催経費などの計上でございます。 

 医療・行政ＭａｓＳ推進事業は、新規事業で自宅から病院や役場までの移動手段がなくても、

医療サービスや行政サービスを享受できるようマルチタスク車両を導入し、生活利便性の維持・

向上を図ろうとするものでございます。 

 ローコードツール導入・推進事業は、業務の効率化を図るため、業務に必要なシステムやデー

タベースを導入する経費となります。 

 ＩＴソリューション導入・推進事業は、大島・久賀総合支所窓口でのキャッシュレス化対応Ｐ

ＯＳレジシステムの導入経費でございます。 

 ９目地域振興費について、地域づくり推進事業は、地域づくり活動支援補助金等の計上でござ

います。 

 自治会関係事業費は、コミュニティ施設の指定管理料や自治会振興奨励金などを計上しており

ます。 

 ６８ページの需用費・修繕費は、屋代山泉センターの屋根瓦修繕費の計上でございます。 

 町人会経費は、町人会等にかかる必要な経費の計上をいたしております。 

 地域おこし協力隊経費におきましては、６８ページに定住関連、新規として６９ページに農林

関連、７０ページに商工関連とそれぞれ必要な経費を計上いたしております。 

 また、７１ページの集落支援員経費につきましても、活動に必要な経費の計上をいたしており

ます。 

 １０目交通安全対策費につきましては、防犯カメラ設置工事費のほか、交通安全にかかる啓発

経費、交通安全協会負担金等の計上でございます。 

 ７２ページの１１目諸費は、県市町総合事務組合をはじめとする、各種団体への負担金が主な

ものでございます。 

 ７３ページをお願いいたします。 

 ２項徴税費１目税務総務費につきましては、税務一般事務費の計上、返還金及び還付金等は、

償還金や還付加算金等の経費の計上でございます。 

 ７４ページの定額減税補足給付金事業は、令和６年分所得税額及び定額減税の実施額等が確定

した後に、本来給付すべき額が令和６年度に実施した調整給付金の額を上回った方に対する追加
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給付等の経費として、８,６４８万２,０００円の計上で、国の臨時交付金を財源として充当して

おります。 

 ２目賦課徴収費につきましては、納税通知書の印刷及び郵送等にかかる経費など、町税の賦課

徴収に必要な経費の計上でございます。 

 また、７５ページの委託料には、３年に１度の評価替えに伴う固定資産標準地鑑定にかかる委

託料を計上いたしております。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費につきましては、７６ページの戸籍住民基本台帳一般管理経費は、

６,３４９万１,０００円の計上でございます。 

 委託料には、住民基本台帳ネットワークシステム等の保守点検料や、郵便局へ委託するマイナ

ンバーカード申請支援業務、住基・税システム標準化に伴うコンビニ交付システム改修業務、戸

籍情報システム等標準仕様移行業務、振り仮名法制化に伴う戸籍振り仮名通知書作成業務等を計

上いたしております。 

 使用料及び賃借料には、戸籍等のシステムリース料や戸籍クラウド利用料等を計上いたしてお

ります。 

 ７７ページをお願いいたします。 

 ４項選挙費１目選挙管理委員会費は、選挙管理委員会経費を計上、２目山口県知事選挙費は、

令和８年２月２２日に任期満了を迎える山口県知事選挙経費を計上。 

 ７９ページの３目参議院議員選挙費は、令和７年７月２８日に任期満了となります参議院議員

選挙経費についての計上をしております。 

 ８０ページをお願いいたします。 

 ５項統計調査費につきましては、５年に１度の国勢調査にかかる経費などを計上いたしており

ます。 

 ８１ページの６項監査委員費は、監査委員事務費及び８２ページ、監査委員研修費を計上いた

しております。 

 続きまして、３款民生費でございます。 

 １項社会福祉費１目社会福祉総務費の社会福祉総務一般経費は、８３ページ、成年後見支援セ

ンター運営協議会委員の報償費や再犯防止推進計画の第二次計画策定業務委託料や公用車更新に

かかる備品購入費、遺族会補助金などを計上しております。 

 ８４ページの福祉タクシー利用助成事業は、福祉タクシー利用助成経費１,０３６万１,０００円

を、社会福祉協議会運営支援には、町社会福祉協議会への補助金４,８４６万９,０００円を、民

生委員児童委員会経費には、民生委員児童委員の活動費として１,５０２万６,０００円を計上い

たしております。 
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 次に、福祉医療事業には、１億１,８４７万２,０００円を計上し、重度心身障害者等の医療費

の助成を行います。 

 ちびっ子医療費助成事業は、１,６８４万２,０００円を計上し、小学生以下の全ての子どもの

医療費を無料化とするものでございます。 

 ８５ページの中学生医療費助成事業は、中学生を対象とした医療費の無料化を行うもので、

５６９万３,０００円の計上でございます。 

 高校生等医療費助成事業は、高校生世代の方を対象とした医療費の無料化を行うもので、

５９１万７,０００円の計上でございます。 

 なお、福祉医療事業、ちびっ子医療費助成事業、中学生医療費助成事業及び高校生等医療費助

成事業には、それぞれの基金を充当いたしております。 

 人権啓発活動事業は、人権対策及び人権啓発活動にかかる経費の計上でございます。 

 福祉センター運営経費は、久賀福祉センターの管理運営経費の計上でございます。 

 ８６ページの社会福祉施設整備事業経費は、老人ホームやグループホーム等の各施設の借地料

のほか、和田苑のエアコン取替修繕費やしらとり苑、白寿苑、福寿苑の各デイサービス施設の照

明ＬＥＤ改修工事の実施設計業務委託料を計上しております。 

 ８７ページ、たちばなケアプラザ管理経費は、施設の維持管理費を計上しております。需用

費・修繕費に、たちばなケアプラザの雨漏り対策として、屋上の防水修繕費を計上しております。 

 行旅病死人取扱事業は、当該事業にかかる必要経費を計上しております。 

 ８８ページの生活困窮者自立支援事業は、生活困窮者自立支援法に基づく、相談支援員の配置

にかかる経費等を計上いたしております。 

 ２目障害福祉費の障害福祉一般経費につきましては、町外の就労訓練事業所へ通うための交通

費を助成する障害者就労訓練施設通所交通費助成事業が主なものでございます。 

 ８９ページの障害者地域生活支援事業は、障害者相談支援事業、移動支援事業等の委託料、ま

た、日常生活用具給付事業、自動車運転免許取得費助成事業などの扶助費が主なものでございま

す。 

 ９０ページの障害者自立支援給付費事業は、４億４,６４７万５,０００円の計上でございます。

負担金、補助及び交付金の障害者に対する在宅でのサービスや施設への入所・通所に要する介護

給付費・訓練等給付費、扶助費の補装具費給付費が主なものとなっております。 

 障害者自立支援特別対策事業につきまして、委託料のシステム改修は、障害者就労選択支援

サービス創設に伴うシステム改修経費でございます。 

 障害者区分認定等事業は、サービスを迅速に受けられるよう、それぞれ必要な経費を計上いた

しております。 
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 ９１ページの更生医療事業は、１,２８７万５,０００円の計上で、主に更生医療給付の扶助費

でございます。 

 特別障害者手当等給付事業は、特別障害者手当及び障害児福祉手当を扶助費として計上してお

ります。 

 障害児施設給付費事業は、１,２３９万７,０００円を計上し、障害児通所給付費が主なものと

なっております。 

 難聴児補聴器購入費等助成事業は２０万５,０００円を、障害者虐待防止事業は１０８万

４,０００円を、育成医療事業は３６万１,０００円を、９２ページの療養介護医療事業は

６０１万２,０００円を計上いたしております。 

 ３目老人福祉費について、老人福祉一般経費は、扶助費のはり・きゅう等施術助成事業、ねた

きり老人等紙おむつ助成事業が主なもので、７５４万６,０００円の計上でございます。 

 ９３ページの老人福祉事業は、高齢者生活福祉センターしらとり苑と和田苑の指定管理料や、

養護老人ホームの入所に対する老人保護措置費など、１億６,６３７万８,０００円の計上でござ

います。 

 敬老会事業は、敬老会の実施にかかる経費の計上でございます。介護予防・地域支え合い事業

（補助）につきましては、老人クラブ及び老人クラブ連合会が実施する健康づくり事業等への補

助金を計上しております。 

 また、介護予防・地域支え合い事業（単独）は、町の単独事業として、食の自立支援事業、緊

急通報システム、高齢者の地域活動等事業補助金などを計上しております。 

 ９４ページの県後期高齢者医療広域連合事業は、医療給付費の一部を負担する後期高齢者療養

給付費等負担金及び事務費等負担金として、４億１,２２１万７,０００円を計上しております。 

 ４目国民年金費の国民年金一般経費は、国民年金にかかる事務経費の計上でございます。 

 ９５ページの５目介護保険対策費につきましては、介護保険対策事業、介護予防一般経費及び

周防大島版ＣＣＲＣネットワーク推進事業の各経費を計上いたしております。 

 ９６ページの介護人材確保事業は、町内の介護事業所に就職した有資格の介護等従事者に対し、

介護職等就労支援金を支給するための予算で、１７０万円の計上でございます。 

 町内の介護事業所から町内の介護事業所への転職は対象としておりませんでしたが、令和７年

度からは、事業所の廃止または事業縮小等による転職の場合は支給対象といたします。 

 離島介護渡船料助成事業は、離島における居宅介護サービス利用促進を図るため、離島での居

宅介護サービス利用にかかる渡船料を助成するため、４７万４,０００円を計上いたしておりま

す。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費について、児童福祉総務一般経費は、令和７年度から未就
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園児等の乳幼児も英語に触れ合う機会をつくるため、子育て支援センター等に英語講師を派遣す

る費用を報償費に追加で計上しております。 

 ９７ぺージの工事請負費は、令和６年度末をもって閉所となる久美保育所において、敷地内の

樹木が今後、周辺地域への被害や影響を及ぼすことを考慮しての樹木伐採工事費の計上でござい

ます。 

 備品購入費は、こども家庭センター開設に伴い必要となる経費の計上でございます。 

 負担金、補助及び交付金のこども食堂運営支援事業補助金は、食事の提供を通じ、地域住民と

子供が交流し、学習支援や遊びを体験することができるこども食堂を実施する団体に対して補助

金を交付するため、５０万円の新規計上でございます。 

 子育て支援短期利用事業には当該事業の委託料を、子育て施設等利用給付事業には認可外保育

施設等の利用者に対する扶助費を計上しております。 

 ９８ページの児童クラブ運営事業は、町内児童クラブの運営委託料が主なもので、３,０５８万

２,０００円の計上でございます。 

 地域組織活動育成事業は、母親クラブへの補助金の計上でございます。 

 地域子育て支援拠点事業は、子育て支援センターの運営にかかる委託料、２,２３５万

９,０００円の計上でございます。 

 児童公園等管理業務は、福祉課が管理しております児童公園等の維持管理経費でございまして、

工事請負費に橘オレンジ児童遊園等の遊具修繕工事費を計上しております。 

 児童館運営経費は、久賀福祉センター２階に設置しております児童館に関する経費でございま

す。９９ページの委託料に、照明ＬＥＤ改修工事の実施設計業務委託料を計上しております。 

 家庭児童相談援助事業は、家庭児童相談室に配置する家庭相談員に要する経費が主なものでご

ざいます。 

 １００ページをお願いいたします。 

 ２目児童措置費の児童手当事業は、高校生年代修了までを対象として児童手当を支給する経費

の１億４,２０１万円の計上でございます。 

 ３目母子福祉費について、児童扶養手当事業は、ひとり親世帯等の養育支援で、児童扶養手当

の扶助費が主なものとなっております。 

 母子家庭等自立支援給付金事業は、母子家庭等の自立のための就業支援を行うための扶助費の

計上でございます。 

 １０１ページの母子・父子自立支援相談事業は、母子・父子・寡婦の自立支援にかかる相談事

業を実施するものであり、母子・父子自立支援員の報酬が主なものとなっております。 

 母子生活支援施設措置委託事業は、心身と生活を安定させるため、母子生活支援施設へ入所措
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置を行った場合の、施設への支弁経費を計上するものでございます。 

 ４目保育所運営費は、私立保育所の運営にかかる委託料と、障害児保育事業補助金、延長保育

促進事業補助金、副食費補助金のほか、多様性に配慮した遊具等の整備・改修に対する保育環境

づくり推進事業費補助金、３歳未満児クラスへの保育士の加配支援を行う、こどもまんなか保育

体制強化事業補助金など、合計で４億４,６０２万９,０００円の計上でございます。 

 １０２ページの３項生活保護費１目生活保護総務費について、生活保護総務一般経費は

１,４７０万円を計上し、嘱託医への報酬のほか、１０３ページ、生活保護システム保守管理業

務委託料、生活保護システム利用料が主なもので、標準化システムの導入にかかる経費も計上い

たしております。 

 生活保護適正化事業には、研修等にかかる嘱託医への報酬やレセプト点検業務委託料を計上し

ております。 

 ２目扶助費におきましては、生活保護費関係の生活扶助、医療扶助など、３億２,６３３万

５,０００円の計上となっております。 

 １０４ページをお願いいたします。 

 続きまして、４款衛生費でございます。 

 １項保健衛生費１目保健衛生総務費について、保健総務一般経費は、会計年度任用職員の人件

費のほか、１０５ページ、委託料の離島巡回診療、離島での救急患者発生の際の救急患者輸送な

どの計上でございます。 

 献血推進事業は、献血にかかる報償費等を、食生活改善推進事業には、食生活改善推進協議会

補助金を計上いたしております。 

 健康増進計画推進事業は、減塩と高血圧対策に重点を置いた経費の計上のほか、第３期健康増

進計画策定に要する経費として、印刷製本費等を計上しております。 

 １０６ページの母子保健事業について、委託料の子育て世帯訪問支援事業は、訪問支援員が居

宅を訪問し、子育て家庭や妊産婦、ヤングケアラー等を支援する事業でございます。 

 １０７ページの妊産婦アクセス支援事業は、遠方の分娩施設で出産する必要のある妊婦に対し

て、交通費及び宿泊費の助成を行うものでございます。 

 母子健診事業は、妊婦健診や乳児健診等の委託料などを計上しております。 

 子育て世代包括支援事業は、妊娠・出産・子育てに関する情報配信サービスの利用料の計上が

主なものでございます。 

 また、こども家庭センター開設に伴い必要となる備品購入費を計上いたしております。 

 １０８ページの出産・子育て応援給付金事業は、出産・育児にかかる経済的支援で令和７年

３月３１日までに出産した方を対象とする経費の計上でございます。 
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 妊婦支援給付事業は、従前の出産・子育て応援給付金事業が事業名を変更し、新たに創設され

る妊婦支援給付金として４２５万円を計上いたしております。 

 精神保健事業は、ゲートキーパー養成講座等の講師料のほか、自殺対策計画書の策定に要する

経費として、印刷製本費とアンケート送付等にかかる通信運搬費をそれぞれ計上しております。 

 小児慢性特定疾患児対策事業には、日常生活用具給付にかかる扶助費を計上しております。 

 救急医療体制事業は、町内の一次救急及び二次救急である柳井広域圏の救急医療体制の確立を

図るため、２,１５８万６,０００円を計上するものでございます。 

 １０９ページの周産期医療提供体制支援事業補助金は、柳井医療圏内の中核病院である総合病

院に対して、医療圏内の市町が財政的な支援を行い、産科医師等を確保し、周産期医療体制の維

持を図るものでございます。 

 しまとぴあスカイセンター管理業務は、施設の管理経費３６１万８,０００円の計上でござい

ます。 

 日良居庁舎管理経費には、庁舎の維持管理にかかる経費６２２万１,０００円を計上しており

ます。 

 １１０ページをお願いいたします。 

 ２目予防費について、健康増進事業は、町民の健康の保持増進を図るため、健康相談、健康教

育、訪問指導や歯周疾患検診、骨粗しょう症検診、肝炎ウイルス検診等の実施にかかる経費を計

上いたしております。 

 検診事業は、各種がん検診や脳ドック検診の経費を計上しており、がんの早期発見、早期治療

を目指すものでございます。 

 １１１ページの予防接種事業は、７,１１３万４,０００円の計上でございます。 

 小児用肺炎球菌ワクチン、日本脳炎、高齢者のインフルエンザ、新型コロナウイルスワクチン

のほか、定期接種化に伴い帯状疱疹ワクチン接種経費を新規計上し、接種費用の一部を助成する

ものでございます。 

 狂犬病予防事業は、狂犬病予防注射実施の通知書送付等の経費を計上いたしております。 

 ３目環境衛生総務費の１１２ページ、環境衛生総務一般経費は、２,５９８万７,０００円の計

上でございます。 

 需用費・消耗品費には、子ども向けの地域脱炭素講座の資材購入費や特定外来生物のアルゼン

チンアリ殺虫剤購入費等を計上しております。 

 地域脱炭素社会に向けた取り組みの強化を図るため、委託料に地球温暖化対策実行計画策定支

援等業務委託料を計上しております。 

 １１３ページ、宅配ボックス設置促進補助金は、再配達で排出される二酸化炭素を削減し、環
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境への負荷を減らすため、宅配ボックス購入費の一部を助成する経費として５０万円を新規計上

しております。 

 施設維持管理費は、町営墓園、公衆トイレの維持管理経費の計上でございます。 

 公有財産購入費は、土地開発基金が管理する安下庄公衆トイレ駐車場の土地購入費でございま

す。 

 地域ねこ活動等推進事業は、飼い主のいないねこの適正管理を推進する活動等を行う地域・団

体等に活動費の一部を助成するものでございます。 

 １１４ページの合併浄化槽設置事業は……（「部長、部長」「はい」「休憩しよう１１４ペー

ジのところから」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前10時23分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時37分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  引き続きまして、令和７年度周防大島町一般会計予算の補足説明を

続けさせていただきます。 

 １１４ページをお願いいたします。 

 合併浄化槽設置事業は、下水道計画処理区域外の合併浄化槽の設置費用について、町単独での

上乗せ補助を行っており、浄化槽設置整備事業補助金に１,３９０万７,０００円を計上しており

ます。 

 また、浄化槽の適正な管理を推進するため、ブロワの交換費用や浄化槽本体の修繕費用、通常

の維持管理費用の助成を行うため、浄化槽適正管理推進事業補助金に７３０万円を計上しており

ます。 

 久賀東庁舎維持管理事業では、久賀東庁舎の維持管理経費３５８万３,０００円を計上いたし

ております。 

 広域水道企業団関係費は、４億９,３３２万２,０００円となっております。 

 水道事業が柳井地域広域水道企業団に経営統合することに伴い、これまでの水道事業特別会計

への繰出金相当額等を、１１５ページ、広域水道企業団補助金として４億９,０２２万２,０００円、

水道事業に対する過疎対策事業債分の出資金として３１０万円を計上いたしております。 

 ４目火葬場費は、合計４,１１５万７,０００円を計上し、大島斎場、橘斎場及び久賀火葬場の

管理運営を行うものでございます。 

 大島斎場の修繕費は、火葬炉設備修繕等でございます。 
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 １１６ページ、橘斎場の修繕費は、主燃炉セラミック張替等修繕でございます。 

 また、施設照明のＬＥＤ化工事の実施設計業務委託料を、大島斎場と橘斎場それぞれの管理経

費に計上いたしております。 

 １１７ページをお願いいたします。 

 ２項清掃費１目清掃総務費は、職員人件費の計上でございます。 

 ２目じん芥処理費について、１１８ページのじん芥処理経費は、主に廃棄物収集のための経費

として、１億１２万３,０００円の計上でございます。 

 １１９ページのじん芥処理施設管理経費は、清掃センターの維持管理経費として、１億

９,７１７万８,０００円の計上でございます。 

 施設の長寿命化を図るための定期補修等の修繕費は６,１１４万９,０００円を、施設の運転管

理業務委託料は５,８２１万２,０００円を計上いたしております。 

 また、令和７年度から清掃センター基幹的設備改良工事に着手し、令和９年度までの３年間の

予定で進める計画としており、令和７年度事業費は、委託料の測量・設計・監理業務と工事請負

費に計上いたしております。 

 １２０ページの不燃物処理施設管理経費は、環境センターの維持管理を行うため、８,０８５万

７,０００円の計上でございます。 

 定期補修等の修繕費は３,８２１万６,０００円を、委託料の１２１ページ、資源ごみ選別業務

は１,４９３万８,０００円を、工事請負費には、最終処分場の法面の樹木伐採工事費１０９万

９,０００円を計上いたしております。 

 ３目し尿処理費について、し尿処理経費は、主に情島、前島、笠佐島の各離島における、し尿

処理等の経費５１７万４,０００円を計上しております。 

 なお、情島衛生センターに関する経費は、し尿処理施設管理経費に組み替えて計上しておりま

す。 

 １２２ページのし尿処理施設管理経費は、衛生センター、情島衛生センターの維持管理経費、

２億１,１４０万９,０００円の計上でございます。 

 清掃センターと同様に、施設の運転管理の外部委託により、効率的な運用を図ることとしてお

ります。施設の長寿命化を図るための定期補修等の修繕費は３,１１４万９,０００円を、委託料

の脱水汚泥運搬・堆肥化は２,４６６万８,０００円を、また、施設運転管理業務は３,４３０万

６,０００円を計上いたしております。 

 １２３ページの工事請負費には、衛生センターの複数設備等の更新工事として８,６３８万

３,０００円を計上いたしております。 

 次に、５款農林水産業費でございます。 
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 １項農業費１目農業委員会費について、農業委員会一般経費は、農業委員、農地利用最適化推

進委員の報酬のほか、委員会の運営経費等でございます。 

 また、農業委員会会議資料のペーパーレス化を図るため、議会と同様に、タブレット端末にサ

イドブックスの機能を導入する費用を報償費、役務費、手数料、使用料及び賃借料のシステム使

用料に計上しております。 

 １２４ページの機構集積支援事業は、農地の利用状況等の調査や農地等の台帳整備などを行う

ため、会計年度任用職員の人件費等を計上いたしております。 

 １２５ページの２目農業総務費の農業総務費一般経費は、大島地区農業改良普及協議会負担金

などの計上でございます。 

 １２６ページの３目農業振興費について、農業振興対策一般経費は、農業者の円滑な事業承継

の促進を目的として、承継者に対して支援を行う承継者支援金１４０万円のほか、新規に周防大

島花木生産組合補助金５万円を計上し、花木類の産地化を図るため、その活動に対して支援を行

うものでございます。 

 橘地区農産物加工センター管理運営経費から、１２７ページの大島地区農産物加工センター管

理運営経費まで、各農産物加工施設の維持管理経費を計上いたしております。 

 橘ふれあいセンター管理運営経費の工事請負費には、不具合が生じているボイラーの更新工事

費として３２０万１,０００円を計上いたしております。 

 農園施設管理経費は、市民農園施設であるガルテンヴィラ大島、クカインガルデンの維持管理

経費でございます。 

 １２８ページの特産対策事業は１,３９０万７,０００円を計上し、本町の基幹産業である柑橘

栽培等を支援するため、各種の助成等を行うこととしております。 

 １２９ページの担い手総合支援事業は、担い手育成総合支援協議会交付金について、臨時職員

は、協議会での任用を会計年度任用職員として任用することに変更するため、協議会交付金から

人件費分を減額し、会計年度任用職員の人件費に計上しております。 

 委託料の大島農業担い手就農支援事業は、柑橘主体の新規就農希望者の研修支援として、ＪＡ

山口県周防大島統括本部等に研修を委託するもので、２名分、２１６万円を計上しております。 

 備品購入費の１３５万４,０００円は、公用車の購入経費でございます。 

 また、負担金、補助及び交付金において、新規就農者の支援を行う補助金等でございますが、

一番下の新規農業就業者定着促進事業（就農前準備研修事業）につきましては、国の基準以上の

研修を受ける新規就業者に対し、国の補助額に上乗せ補助し、研修を指導する先進農家に対して

も補助を行う費用を新規で計上しております。 

 １３０ページの農地中間管理機構事業は、山口県において設置されている農地中間管理機構の
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業務にかかる事務的経費の計上でございます。 

 中山間地域等直接支払事業は、生産条件が不利な地域で行う農業生産活動を支援する中山間地

域等直接支払交付金の計上が主なものでございます。 

 環境保全型農業直接支払事業につきましては、環境にやさしい農業に取り組む農業者を支援す

るための経費の計上でございます。 

 耕作放棄地解消支援事業は、戸田地区の県営耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業にかかる事

務的経費の計上でございます。 

 １３１ページの水利施設等保全高度化事業は、日良居地区基盤整備事業の換地業務等にかかる

経費の計上でございます。 

 ４目畜産業費は、東部地区家畜診療所運営への負担金のほか、家畜共済推進事業補助金２８万

５,０００円を新規計上しております。 

 ５目農地費について、１３２ページの農地一般管理経費は、備品購入費に公用車更新経費を計

上したほか、県土地改良連合会負担金などが主なものでございます。 

 農村公園維持管理経費は、白木農村公園、内入農村公園、小泊農村公園及び橘グリーンパーク

の維持管理経費を計上いたしております。 

 １３３ページの排水施設管理事業は、各排水機場の維持管理経費でございますが、工事請負費

に、土居中排水機場の排水路改修工事費等を計上しております。 

 県営農業基盤整備事業は、戸田地区の耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業、日良居地区の水

利施設等保全高度化事業として県が行う事業に対する負担金５,４７９万７,０００円の計上でご

ざいます。 

 広域農道管理事業は、主にトンネル施設の維持管理を行う経費でございます。 

 １３４ページのため池等管理経費は、委託料に、ため池切開実施設計業務８０３万円、工事請

負費に、ため池切開工事費等１,１５０万円を計上しております。 

 農業用施設維持管理経費は、地域からの要望に対する工事請負費等の計上でございますが、令

和７年度においては、農道日見線道路拡幅工事にかかる工事請負費及び電柱移転補償金の計上の

ほか、農道鯛の峰線用地測量にかかる委託料・登記業務の計上が主なものでございます。 

 １３５ページの多面的機能支払事業は、地域が共同で行う、農業・農村の有する多面的機能を

支える活動や、地域資源の質的向上を図る活動を支援する多面的機能支払交付金の計上が主なも

のでございます。 

 ６目水田営農費について、経営所得安定対策推進事業は、主に水田の現地確認等に要する経費

や、経営所得安定対策推進事業補助金の計上が主なものでございます。 

 ７目農村環境改善センター費につきましては、蒲野、沖浦、油田、白木の各農村環境改善セン
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ターの管理経費で、合計１,０７６万４,０００円の計上でございます。 

 １３８ページをお願いいたします。 

 ２項林業費１目林業総務費の林業総務一般経費は、役務費に町有林の火災保険料のほか、森林

整備にかかる工事請負費等を計上しております。 

 １３９ページの自然公園施設等維持管理業務は、自然公園の遊歩道等の維持管理にかかる経費

を、猟区管理運営経費は、猟区巡視業務委託料等を計上しております。 

 有害鳥獣捕獲事業は、３,０８４万２,０００円の計上でございます。 

 鳥獣害対策マスタープラン関連の講演会開催にかかる講師への報償費を計上したほか、委託料

には、イノシシ等の有害鳥獣捕獲委託料を計上、工事請負費には、大島大橋サル侵入防止設備に

ついて、大島大橋の補修工事の関係で一旦撤去した設備を工事終了後、改めて設置する工事費を

計上しております。 

 １４０ページの備品購入費には、イノシシ捕獲用の箱わな購入費を、負担金、補助及び交付金

には、イノシシ等の被害対策として設置する防護柵等の購入費を助成する鳥獣被害防止施設等整

備事業補助金などを計上しております。 

 鳥獣保護事務には事務的経費を、地家室園地施設管理事業には施設維持管理経費のほか、自然

環境にかかる講演会等の講師謝礼やエコツアー実施にかかる経費などを計上しております。 

 １４１ページの２目林業振興費の林業振興対策事業は、経営管理が適切に行われていない個人

所有の森林を適切な森林経営について支援または管理をするため、森林経営管理制度に基づく委

託料及び工事請負費を計上し、橘地区の調査・測量業務、東和地区の意向調査業務、橘地区の間

伐工事を実施する経費等の計上で、森林環境整備基金を充当しております。 

 ３目林道施設費は、既設林道の維持補修等に関する経費の計上となっております。 

 １４２ページをお願いいたします。 

 ３項水産業費、１目水産業総務費について、水産総務一般経費は、県内海東部栽培漁業協会や

県漁港漁場協会等への負担金が主なものとなっております。 

 水産加工施設管理経費は、水産加工団地等の維持管理経費の計上でございます。 

 １４３ページの２目水産業振興費について、水産振興対策事業は、４,７６２万９,０００円の

計上でございます。 

 ナルトビエイ等の有害生物駆除にかかる委託料のほか、負担金、補助及び交付金の漁業経営構

造改善事業補助金、新規漁業就業者確保育成推進事業補助金や、漁業者の円滑な事業承継の促進

を目的に承継者に対し支援を行う承継者支援金、みなとオアシス整備事業補助金などを計上いた

しております。 

 種苗放流育成事業につきましては、１,１３７万円を計上し、種苗放流にかかる種苗購入経費
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等を漁協へ補助金として交付するものでございます。 

 １４４ページの漁場清掃事業は、隔年で実施をしております海底清掃にかかる経費のほか、海

岸漂着物等の収集運搬処理等を行う経費として、５７９万円の計上でございます。 

 水産多面的機能発揮事業は、海域における多面的機能の効果的・効率的な発揮に資する地域団

体の取り組みを支援するため、水産多面的事業負担金を計上いたしております。 

 単県農山漁村整備事業（水産振興）は、産卵用たこつぼの沈設を行う経費の計上でございます。 

 海業振興推進事業は、漁港における豊かな自然や漁村ならではの地域資源の価値や魅力を生か

した海業の取り組みを森野漁港（片添地区周辺）において推進するため、総合計画の策定や必要

な調査・分析等を行う経費として、７００万円を新規計上いたしております。 

 農水産物等集出荷施設管理費は、農水産物等集出荷施設（ホイスト）の維持管理経費の計上で

ございます。 

 １４５ページの漁具倉庫管理経費は、漁具倉庫の維持管理を行う経費の計上でございます。 

 ３目漁港管理費の漁港施設管理事業は、８,５８８万１,０００円を計上し、町内各漁港施設の

維持管理を行うものでございます。 

 委託料に、和田漁港逗子Ａ物揚場改修工事のための測量設計業務等を計上しております。 

 １４６ページ、工事請負費においては５,４１０万円を計上し、漁港施設の補修・改良等の工

事を実施いたします。 

 漁港施設整備事業は、１億５,５３０万円を計上し、米空母艦載機部隊配備特別交付金を財源

として、三蒲東浜地区地盤変動調査業務委託料を、工事請負費には三蒲東浜地区の高潮対策工事

費と内水対策工事費、油田漁港海岸高潮工事費を計上しております。 

 また、漁港施設の長寿命化を図るため、工事請負費に浮島漁港江ノ浦、油田漁港情本浦の機能

保全事業にかかる工事費を計上したほか、本町管理の漁港施設と山口県管理の港湾施設を一体的

に整備する港整備交付金事業として、安下庄漁港物揚場の測量設計業務及び椋野漁港物揚場、安

下庄漁港物揚場整備工事費を新たに計上いたしております。 

 ４目海岸保全事業費は、職員人件費も含め１億７,７０８万１,０００円を計上し、海岸保全整

備事業には、１４７ページの工事請負費に、海岸保全施設整備事業として和田漁港海岸にかかる

工事費と、海岸メンテナンス事業として三蒲漁港海岸赤松護岸、出井漁港海岸にかかる工事費と

して１億５,０９０万円を計上いたしております。 

 続きまして、６款商工費でございます。 

 １項商工費１目商工総務費について、１４８ページの商工総務一般経費は、事務的経費の計上

でございます。 

 消費者行政事業は、１４９ページ、柳井広域圏の１市４町が連携して相談窓口を設置する広域



- 95 - 

消費生活センターの負担金のほか、電話による振り込め詐欺等の被害を防止するため、自動通話

録音機等購入補助金２０万円を計上いたしております。 

 ２目商工業振興費について、商工振興事業は、経年劣化による屋代共同作業所の屋根・外壁補

修経費や周防大島町商工会への商工振興事業補助金、商工業者の円滑な事業承継の促進を目的と

し、承継者に対し支払う承継者支援金などにより、１,４６１万５,０００円の計上でございます。 

 商工業者金融対策事業は、商工業振興対策設備資金利子補給金などを計上いたしております。 

 労働者福祉対策事業は、中小企業勤労者小口資金貸付金の計上でございます。 

 中小企業従業員住宅管理経費は、劣化が著しい外入住宅の玄関ドア取り替えや外部階段塗替え

等の修繕費のほか、施設の維持管理経費を計上いたしております。 

 １５０ページの地域交通一般経費は、地域交通業務にかかる経費を計上いたしております。備

品購入費は公用車購入の経費でございます。 

 バス交通対策事業は、１５１ページ、負担金、補助及び交付金において、町内の乗合バスを運

行している防長交通株式会社に対する生活交通路線維持負担金７,２９０万円、地域公共交通共

創モデル実証プロジェクト運営支援業務等を行う地域公共交通活性化協議会運営補助金２,１６７万

４,０００円の計上が主なものでございます。 

 交通施設管理経費は、伊保田港待合所、周防下田駅、東瀬戸バスセンターの維持管理経費を計

上いたしております。 

 離島交通対策経費は、笠佐航路の運航経費でございます。 

 １５２ページの３目観光費の観光一般経費は、４,５５０万４,０００円の計上でございます。 

 役務費・広告料は、周防大島の魅力を発信する広島送客誘発型広報事業において、広島駅のデ

ジタルサイネージを利用した広告やＷｅｂ広告を利用した観光プロモーション等の経費でござい

ます。 

 委託料の調査・基本設計業務は、観光案内所新築工事にかかる基本設計業務委託料の計上でご

ざいます。 

 負担金、補助及び交付金では、１５３ページ、観光協会への補助金、観光振興事業助成基金を

活用した観光振興事業補助金のほか、フェリー航路運賃補助事業補助金を新規計上し、地域住民

の移動手段の確保や四国エリアからの観光客誘致のため、周防大島松山フェリー株式会社が実施

する旅客運賃の割引に対し、割引費用の一部を助成するものでございます。 

 施設維持管理運営経費は、片添ヶ浜温泉やサイン看板などの維持管理経費の計上で、工事請負

費はサイン看板背後地の法面維持工事等でございます。 

 竜崎温泉管理運営経費は４,３２６万７,０００円の計上でございますが、施設の修繕費、指定

管理料、工事請負費、備品購入費が主なものとなっております。 
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 １５４ページの補償、補填及び賠償金の補償金は、温泉設備の故障により温浴施設において一

部水道水を使用しているため、指定管理者が負担した上下水道料金に対する補償金として

３１３万円を計上しております。 

 ながうらスポーツ滞在型施設管理運営経費は、指定管理料が主なものとなっております。

２,２２３万５,０００円の計上でございます。 

 陸奥記念館等管理運営経費は４,３７６万５,０００円を計上し、陸奥記念館、陸奥野営場及び

なぎさ水族館の管理運営を行うため、人件費や修繕費、工事請負費等の計上でございます。 

 １５５ページの需用費・修繕費は、陸奥公園の東屋修繕、なぎさ水族館の海水ポンプ修繕等で

ございます。 

 １５６ページの工事請負費には、陸奥野営場の照明をＬＥＤ化する工事費の計上でございます。 

 総合交流ターミナル管理運営経費は、道の駅サザンセトとうわの維持管理費として、２,０２５万

６,０００円の計上ございます。 

 委託料に道の駅レストラン及び既存トイレ配管等改修工事実施設計業務委託料等の計上のほか、

１５７ページ、備品購入費には、会議用の机・椅子等の購入費を計上いたしております。 

 サン・スポーツランド片添等管理運営経費は、需用費・修繕費に家族風呂ろ過装置修繕、青少

年旅行村の炊飯棟屋根修繕などを計上、工事請負費には、家族風呂・機械室系統ピット内給湯管

更新工事などを計上し、合計１,７５７万４,０００円でございます。 

 公園等管理経費につきましては、ビー玉海岸や屋代ダム公園等の管理経費のほか、町が県から

指定管理者として指定されております片添ヶ浜海浜公園について、一般社団法人東和ふるさとセ

ンターへの管理委託料など、９,６２４万３,０００円の計上でございます。 

 １５８ページのふるさと館管理運営経費は、施設の管理経費を計上いたしております。 

 星野哲郎記念館管理運営経費は、維持管理経費とイベント・企画展の実施にかかる経費として、

１,８４０万６,０００円の計上となっております。 

 １５９ページの沖家室シーサイドキャンプ場管理運営経費は、施設の維持管理を行うため、

１,１４２万４,０００円の計上でございます。 

 １６１ページの体験交流型観光推進事業は９２７万７,０００円を計上し、体験型修学旅行の

誘致など、体験交流型観光を推進するものでございます。 

 次は、７款土木費でございます。 

 １項土木管理費１目土木総務費の土木総務一般経費は、事務的経費及び関係する各種団体への

負担金などでございます。 

 １６２ページの２項道路橋りょう費１目道路橋りょう維持費について、道路橋りょう維持管理

事業は、町道の草刈り・清掃業務の委託料や工事請負費、公用車更新経費など７,０９１万
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３,０００円の計上でございます。 

 １６３ページの工事請負費には４,３８０万円を計上し、住民生活に密着した町道などの維持

補修等を行うこととしております。 

 街灯管理事業では、電気料のほか、街灯の補修等の経費として７３１万５,０００円の計上で

ございます。 

 １６４ページの２目道路新設改良費の道路新設改良事業は、委託料や工事請負費など、合計

１億４,５０２万９,０００円を計上いたしております。 

 委託料には、橋りょう補修にかかる詳細設計業務や道路施設点検業務、トンネル長寿命化計画

の修正を行う道路施設計画策定業務を計上、工事請負費には、町道中村流線拡幅工事や町道戸田

横見線拡幅工事のほか、橋りょう補修工事などを計上いたしております。 

 県事業負担金（道路等）は、一般県道地家室白木港線の道路改良事業にかかる負担金３００万

円の計上でございます。 

 ３項河川費１目河川管理費の河川施設管理事業は、河川にかかる水門、陸閘、排水ポンプの管

理経費が主なものとなっており、４１６万４,０００円の計上でございます。 

 １６５ページの２目河川建設費の河川整備事業は４,６１４万４,０００円の計上で、排水機場

ポンプの更新や河川整備にかかる工事請負費等を計上いたしております。 

 県事業負担金（河川）では、自然災害防止事業、急傾斜地崩壊対策事業などへの県事業負担金

として１,６６０万円を計上しております。 

 ４項港湾費１目港湾管理費の港湾施設管理経費は、港湾施設の樋門管理、ポンプ管理の委託料

が主なもので１,２７７万９,０００円を計上いたしております。 

 １６６ページの２目港湾建設費の県事業負担金（港湾）は、港整備交付金事業や海岸高潮・老

朽化対策事業等の県事業負担金として３,３００万円を計上しております。 

 ５項都市計画費１目都市計画総務費の都市計画一般経費は、都市計画に関する事務経費の計上

でございます。 

 １６７ページの県事業負担金（都市計画）は、片添ヶ浜海浜公園の公園整備事業にかかる負担

金の計上でございます。 

 次に、６項住宅費でございます。 

 １目住宅管理費の公営住宅維持管理経費は、公営住宅の維持管理のための経費で８,５７７万

円の計上でございます。 

 令和７年度におきましては、老朽化した住宅の更新計画を進めるため、１６８ページ、委託料

に公営住宅長寿命化計画作成業務委託料を計上いたしております。 

 公有財産購入費は、土地開発基金が管理する八幡公営住宅の土地購入費でございます。 
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 次に、８款消防費でございます。 

 １項消防費１目常備消防経費は、柳井地区広域消防組合への負担金、３億３,６０８万

２,０００円の計上でございます。 

 ２目非常備消防費の１６９ページ、消防団活動事業は、消防団員に対する報酬のほか、消防団

員補償等事務負担金等６,２３９万１,０００円の計上でございます。 

 １７０ページの消防施設管理事業は、消防車両の維持管理費のほか、全国瞬時警報システム

（Ｊアラート）の受信機更新費用や消防ホース等購入費が主なものとなっております。 

 １７１ページの３目消防施設費の消防施設整備事業は、消火栓等修繕費や小松開作地区への消

火栓設置工事費が主なものでございます。 

 ４目災害対策費の災害対策事業費は、２,０４１万６,０００円の計上でございます。 

 新規事業といたしましては、令和６年度に山口県が作成したその他河川の洪水浸水想定区域図

に基づいて、町内のその他河川（１０河川）のハザードマップを作成する経費を委託料に計上い

たしております。 

 また、木造住宅の耐震診断委託料や、１７２ページ、負担金、補助及び交付金において、自主

防災組織等防災訓練補助金、木造住宅耐震改修補助金、自主防災組織防災資機材整備補助金など

を計上いたしております。 

 防災センター運営費は、県からの指定管理を受け、山口県大島防災センターの管理運営を行う

ため、２,１４４万６,０００円の計上となっております。 

 次に、１７３ページからは、９款教育費でございます。 

 １項教育総務費１目教育委員会費の教育委員会運営経費は、教育委員の報酬、教育委員会会議

等の運営にかかる経費の計上でございます。 

 １７４ページの２目事務局費の教育総務一般経費は、１,４５８万９,０００円の計上でござい

ます。 

 １７５ページの会計年度任用職員の報酬に県の補助金を活用して教員業務支援員の経費を追加

計上したほか、１７６ページ、負担金、補助及び交付金の周防大島高等学校通学支援費給付金、

学校給食費等補助金などが主なものでございます。 

 廃校利用対策経費は、廃校の電気料や草刈り等の維持管理経費として、１,５２６万３,０００円

の計上でございます。 

 １７７ページの学校環境整備経費は、委託料の測量・設計・監理業務の３,２００万３,０００円

は、小中学校特別教室空調設備設置工事の実施設計業務と小中学校体育館等照明ＬＥＤ改修工事

の実施設計業務でございます。 

 備品購入費には、小中学校校務用のパソコンの更新購入費を計上いたしております。 
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 語学留学生派遣事業は、町内在住の高校生を対象に本町と姉妹島縁組をしておりますハワイ州

カウアイ島へ語学留学生を派遣し、参加者の支援を行うもので、１,０２９万２,０００円の計上

でございます。 

 教職員住宅管理経費は、当該施設の維持管理経費の計上でございます。 

 １７８ページの学校教育一般経費は、学校教育行政にかかる一般経費２,５２９万５,０００円

の計上でございます。 

 １７９ページの特別支援教育支援事業は、個別の支援が必要な児童生徒に支援を行うため、町

内の小中学校に特別支援教育支援員を配置する経費として、３,０２５万５,０００円の計上でご

ざいます。 

 適応指導教室事業においては、様々な事情で学校に登校できない児童生徒を受け入れ、登校に

向けた支援を行うための適応指導教室支援員の報酬等を計上いたしております。 

 ＳＳＷ派遣事業は、児童生徒が抱える問題の相談業務を専門的に行う、スクールソーシャル

ワーカーの派遣に関する経費を計上いたしております。 

 １８０ページ、読書活動推進事業は、読書活動推進員を町内全ての小中学校へ配置するための

経費でございます。 

 検定支援事業は、児童生徒に基礎的・基本的な学習内容の定着を図り、学ぶ意欲や向上心を育

てるため、漢字、数学、英語の検定試験料を全額助成するものでございます。 

 スクールバス管理運営経費は、スクールバスの管理運営をするための経費８,７１３万

４,０００円の計上でございます。 

 スクールバス運行にかかる安全対策として、運転手対象の安全運行研修の実施や運転手が装着

するマイク及びスピーカーを購入するため、報償費と備品購入費にそれぞれ計上いたしておりま

す。 

 １８１ページの英語教育推進事業は、小学生イングリッシュ・デイキャンプや、高校生と中学

生を対象に実施するイングリッシュセミナーに対する英語教育推進事業補助金や、小学校が学校

教育の中で英語教育に取り組むグローバル教育推進事業補助金などを計上いたしております。 

 外国青年英語指導事業につきましては、主にＡＬＴ２名による英語指導事業にかかる経費の計

上でございます。 

 国際交流支援事業は、英会話への関心と異文化の交流を推進するため、町内の小中学校へ国際

交流支援員を派遣する経費の計上でございます。 

 部活動改革事業は、中学校における技術指導者不足の運動部等に対する専門員等を配置するた

めの経費として、８８２万８,０００円を計上いたしております。 

 取り組みといたしましては、部活動担当の教育改革センター主任を配置し、部活動の地域移行
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を推進するとともに、部活動の専門的な指導にあたる部活動指導員を配置し、ガバメントクラウ

ドファンディングを活用することで新たな財源確保に努めながら、新しい部の創設等の検討を行

い、部活動指導体制の充実を図るものでございます。 

 １８２ページのＩＣＴ教育支援事業には、１,３２７万４,０００円を計上しております。 

 取り組みといたしましては、ＩＣＴ活用を効果的に推進するため、ＩＣＴ担当の教育改革セン

ター主任及びＩＣＴ支援員を配置する経費のほかに、１８３ページの委託料に山口県統合型校務

支援システム運用委託料と、新たにやまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター運営委託料を計

上、また、使用料及び賃借料に学習アプリ利用料等経費を計上いたしております。 

 教職員等人材育成支援事業は、学校教育研究会補助金など、１０１万３,０００円を計上いた

しております。 

 地域未来づくり事業は、笹川平和財団の海洋教育パイオニアスクール助成金を受け、教育委員

会及び希望する小学校において、周防大島の資源である、海を題材とした海洋教育に取り組むた

めの経費が主なものでございます。 

 １８４ページの負担金、補助及び交付金には、海洋教育実践校補助金や洋上セミナー補助金を

計上いたしております。 

 続きまして、２項小学校費でございます。 

 １目学校管理費の小学校施設管理経費は、４,５０７万５,０００円の計上でございます。各小

学校の光熱水費や修繕費、電話料等の通信運搬費、学校警備等の委託料、島中小学校講堂会議室

空調機取り付けなどの工事請負費等を計上いたしております。 

 １８５ページ、小学校施設改修事業費は、１億７,２８４万１,０００円を計上いたしておりま

す。 

 久賀小学校と明新小学校の特別教室への空調設置工事にかかる監理業務委託料と工事請負費を

計上、また、安下庄小学校体育館屋根防水改修工事にかかる実施設計業務、監理業務委託料と工

事請負費を計上いたしております。 

 小学校事務局経費は、学校医・学校薬剤師の報酬、校長会負担金の計上、また、小学校各種検

診業務事業には、各種検診等の経費を計上いたしております。 

 １８６ページの久賀小学校管理運営経費から、１９０ページの安下庄小学校管理運営経費では、

各小学校の管理経費について計上いたしております。 

 １９１ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費について、要保護・準要保護児童就学援助事業は、小学校の就学援助費等を計

上いたしております。 

 久賀小学校教育振興経費から、１９４ページの安下庄小学校教育振興経費までは、各小学校の
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教育振興にかかる経費の計上でございます。 

 １９５ページをお願いいたします。 

 ３項中学校費、１目学校管理費について、中学校施設管理経費は１,８７７万３,０００円を計

上しており、主に光熱水費、修繕費、ＰＣＢ廃棄物処分・運搬業務委託料、借地料等でございま

す。 

 １９６ページの中学校施設改修事業費は、大島中学校の特別教室への空調設置工事にかかる監

理業務委託料と工事請負費として、７,４６２万３,０００円の計上でございます。 

 中学校事務局経費は、学校医・学校薬剤師の報酬、校長会負担金が主なものでございます。 

 中学校の各種検診業務事業は、各種検診等の経費を計上しております。 

 遠距離生徒通学費補助事業には、浮島在住の生徒の通学にかかる渡船料の補助金を計上してお

ります。 

 １９７ページの周防大島中学校管理運営経費と、大島中学校管理運営経費につきましては、

２つの中学校の管理経費を計上いたしております。 

 １９８ページの２目教育振興費について、要保護・準要保護生徒就学援助事業は、中学校の就

学援助費等を計上、県体等派遣補助事業、中高一貫教育補助事業は、それぞれ事業の補助金を計

上しております。 

 周防大島中学校教育振興経費と、１９９ページの大島中学校教育振興経費につきましては、こ

の２つの中学校の教育振興経費を計上いたしております。 

 また、令和７年度に中学校の教科書改訂が行われることに伴い、教師用指導書の購入経費をそ

れぞれ中学校教育振興経費の備品購入費に計上しております。 

 ２００ページをお願いいたします。 

 ４項社会教育費でございます。 

 １目社会教育総務費の社会教育振興経費は、１,６１５万９,０００円の計上でございます。 

 社会教育課及び各公民館の会計年度任用職員の報酬、スポーツ・文化等の全国大会への参加者

を激励するための報償費のほか、２０１ページ、派遣社会教育主事の負担金などが主なものとな

っております。 

 社会教育関係団体補助事業は、婦人会への補助金等を、青少年健全育成一般経費では、青少年

問題協議会委員の報酬等でございます。 

 教育支援活動促進事業は、学校・家庭・地域の連携協力推進を行う、学校支援地域本部事業の

委託料が主なものでございます。 

 二十歳の集い事業は、二十歳の節目行事を開催する経費の計上でございます。 

 ２０２ページの青少年健全育成関係団体補助事業は、ＰＴＡ連合会補助金などを計上しており
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ます。 

 人権教育推進事業では、人権教育を幅広く推進することを目的に実施する、人権教育推進大会、

人権学習講座等の開催に要する経費の計上でございます。 

 ふるさと文化推進事業では、ふるさと文化祭や生涯学習発表会等の開催経費や文化振興会補助

金、文化振興事業補助金を計上いたしております。 

 ２０３ページの生涯学習講座事業は、各地区で実施をしております生涯学習講座の開催にかか

る経費のほか、委託料のデジタル活用支援業務は、スマートフォン教室を専用の車両で地域に出

向いて開催する経費でございます。 

 ２目公民館費は、久賀公民館管理運営経費から、２０６ページの日良居公民館管理運営経費ま

での各公民館及びかんころ楽園管理運営経費を計上し、生涯学習の推進を図るものでございます。 

 次に、２０７ページからの３目図書館費につきましては、各図書館の管理運営経費、図書購入

費等の計上をしております。 

 ２０９ページをお願いいたします。 

 ４目文化財保護費の文化財保護・管理経費は、文化財保護にかかる経費の計上でございます。 

 ２１０ページの工事請負費は、明治維新記念公園の樹木伐採工事等の計上でございます。 

 服部屋敷・収蔵庫管理運営経費は、施設管理にかかる経費の計上でございます。 

 ５目社会教育施設費は、町内の各種社会教育施設の管理運営経費として、合計で１億６,７４２万

４,０００円の計上でございます。 

 大島文化センター、東和総合センター、橘総合センター、八幡生涯学習のむら、学習等供用施

設、日本ハワイ移民資料館の各管理経費のほか、宮本常一記念館管理運営経費、宮本常一関連事

業、陶芸の館管理運営経費、歴史民俗資料館管理運営経費でございます。 

 主なものといたしましては、２１０ページ、大島文化センター管理運営経費の需用費・修繕費

は、手動式つり物マニラロープ交換等でございます。 

 東和総合センター管理運営経費の、２１２ページ、工事請負費は、総合センター１階の研修室

に空調機を設置する工事などでございます。 

 橘総合センター管理運営経費の需用費・修繕費は、１階ロビー等の非常灯更新及び舞台装置の

ワイヤー交換等でございます。 

 ２１３ページの八幡生涯学習のむら管理運営経費は、生活の館解体工事及び便所残置改修工事

にかかる設計業務委託料と工事請負費を計上いたしております。 

 公有財産購入費は、土地開発基金が管理する久賀歴史民俗資料館等の土地購入費でございます。 

 宮本常一記念館管理運営経費の２１５ページの工事請負費は、視聴覚室等の空調機取替工事で

ございます。 
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 ２１６ページをお願いいたします。 

 ５項保健体育費でございます。 

 １目保健体育総務費の保健体育一般経費では、会計年度任用職員の人件費のほか、２１７ペー

ジ、体育施設等維持管理業務委託料などを計上いたしております。 

 大島郡体育協会運営経費は、大島郡体育協会及び各支部の体育協会が実施する大会にかかる経

費等を計上しております。 

 ２１８ページからのサザンレク片添ビーチバレー大会事業、大島一周駅伝・周防大島リレーマ

ラソン事業、サザン・セト大島ロードレース大会事業及びサザン・セト大島少年サッカー大会事

業には、各大会の運営経費を計上いたしております。 

 ２２０ページからの２目体育施設管理費は、各体育施設の管理運営経費として、合計６,８４５万

９,０００円の計上でございます。 

 ２２１ページ、海洋センター管理運営経費には、Ｂ＆Ｇ海洋センター温水プールオープニング

イベント開催にかかる経費を報償費等に計上しております。 

 ２２２ページのＢ＆Ｇ財団等連携経費には、センター・インストラクター養成研修への参加経

費の計上をしております。 

 また、２２３ページの総合体育館・陸上競技場管理運営経費について、委託料の測量・設計・

監理業務は、総合体育館の外壁・屋根・音響・照明ＬＥＤ化のための実施設計業務でございます。 

 ３目学校給食費は、久賀、大島、橘の学校給食センターの管理運営経費として、合計１億

２,４４１万４,０００円の計上でございます。 

 全ての学校給食センターにおきまして、外部委託による調理、配送業務を行っているところで

ございます。 

 なお、学校給食費無償化に伴いまして、学校給食費無償化事業基金から各給食センター管理運

営経費に、合計で３,０５７万２,０００円を充当いたしております。 

 また、久賀給食センター、大島給食センターの備品購入費には、米空母艦載機部隊配備特別交

付金を６５３万５,０００円充当いたしております。 

 ２２６ページの１０款災害復旧費は、１項農林水産業施設災害復旧費に２万円の計上、

２２７ページ、２項公共土木施設災害復旧費に２万円の計上でございます。 

 １１款１項公債費１目元金は１７億１,８８７万３,０００円、２目利子は１億２７１万

８,０００円、公債費の合計は１８億２,１５９万１,０００円でございます。 

 １２款諸支出金１項１目繰出金では、２２８ページ、国民健康保険事業特別会計から下水道事

業特別会計までの各特別会計への繰出金として、合計２８億３,６５２万８,０００円を計上いた

しております。 
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 また、１３款予備費には、前年度と同額の３,０００万円を計上いたしております。 

 ２２９ページからは、給与費明細書であります。 

 ２３８ページは地方債に関する調書、２３９ページは債務負担行為に関する調書となっており

ます。 

 以上で、議案第１号令和７年度周防大島町一般会計予算についての補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わります。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 質疑につきましては、歳入と歳出を分けて、それぞれ一括で行います。 

 なお、質疑に際しては、ページの御指示をお願いいたします。 

 はじめに、歳入について質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  全体の話ですが、予算全般を見た印象としては、特色というか、

そういったものが何か薄いという気がするのですが、特に防災という面が、何かこれまでよりも

印象が薄くなったように見受けられるのですが、逆に言えば、今、こういうときだからこそ、地

域の持続力というか、自活力、いろんな防災、単なる災害対応ということだけではなくて、幅広

い面での自活力が必要なのではないかと思いますが、これは私が思っていることなので、まず、

町長としての防災に限らず、今回の予算には特色として表れていないけれど、こうした分野、政

策に力を入れたいという思いの部分があると思うので、それを端的に、ものすごく幅広いので、

難しいとは思うのですが、いろいろやる中で、町長として、これに力を入れて今から取り組んで

いきたいというところがあれば、まあ、あると思うのですが、そこを教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（荒川 政義君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  田中議員より御質問をいただいた令和７年度の新しい予算について、こ

の思いということでお話をさせていただければと存じます。 

 まず、この新年度予算に込めた思いというところでございますけれども、令和６年１１月半ば

より、町民の皆様の負託をいただきました、責任ある２期目を迎えたところでございます。 

 そして、ほどなく令和７年度の予算策定を行う中で、日々、私も町内を歩かせていただき、や

はり人口減少やさらなる高齢化、また道路や上下水道などのインフラ整備であったり公共交通の

問題、また医療・福祉・教育に関する課題、そしてまた農業や漁業の担い手支援、また事業者の

皆さんのおっしゃる人材不足等、これらは地域を代表する町議会議員の皆様も同様に感じておら

れることだと思います。 

 また、この自治体、周防大島町を運営するということにおいても、やはり折からの人件費の増

加、また物価高騰、光熱費の高騰、そしてまた周防大島町においては、昨年、合併２０周年を迎
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えましたけれども、既存の公共施設の維持管理、そしてまた資材高騰、そしてまたデジタルの分

野においてもシステムの更新増があったり、課題が山積しているところであります。これらに、

すぐに対応していかなくてはならない、待ったなしの状況であります。 

 そういったことから、例えば、空家であったり空地の問題、また耕作放棄地の解決など、町か

ら、また私、町長からも積極的に町民の皆さんに呼びかけをしたり、お声かけをしながら取り組

んでいかないといけないということを改めて感じております。 

 ２期目という、余裕があまりない、この危機感を持って、これから未来を見ていくという予算

策定であったと、予算が大きくなっていく中でこれが必要なのか、そして、それは将来どのよう

な効果があるのかということを考えながらの予算策定であったという印象を持っております。 

 そして、令和６年度から、この町の予算策定の中でも物価高騰の影響があって財政調整基金、

これは災害があったときなどの不測の事態のための基金でありますけれども、その基金を、令和

６年度は約１３億円取崩しを行ったという経緯でございます。 

 また、令和７年度の予算においても、約１４億円の繰入を、この財政調整基金からの繰入を予

定しているというところであります。 

 この状況の中で、一つ一つの事業において、職員一人一人の皆さんと無駄を削る努力。例えば、

１つの事業を行うのであれば、過疎対策事業債など、有利な財源を模索しながら、その実現に取

り組んで予算策定をしたところであります。 

 これは状況でありますけれども、やはり前を向き、策定をしたこの新年度予算であります。周

防大島が一番だと実感してもらえるよう、私が掲げております安心・安全づくり、元気づくり、

未来への基盤づくりというこの３つ、この三本柱を加速化させるという思いで、熟慮のうえ、策

定を推進するための予算ということであります。 

 また、その後ろには、総合計画、自然と共生した快適で活力あるまちづくり、また２つ目とし

て、人が元気で活躍するまちづくり、３番目といたしまして、安心・安全で思いやりに満ちたま

ちづくりという、この総合計画ともリンクするように、この新規２３事業に思いを込めたという

ところでございます。 

 その中で、具体的には、令和７年４月１日から機構改革を行うということで努めております。

地域交通課とこども家庭センターを新設するということです。これは地域課題であります、公共

交通の問題、そして私の政策一丁目一番地の子育て支援であります、この子育て支援に力を入れ

るというものであります。 

 また、さらに、町にとって大きな変更としまして、水道課の部門が、柳井地域広域水道企業団

と経営統合を行うということであります。こちらも、県と柳井地域広域水道企業団と一緒に連携

し、そしてこの水道の維持管理、また水道料金等の課題解決を行っていくという目的のもとで、
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周防大島町近隣の皆さんとも連携をしっかりと行うということであります。 

 そして、そのほかには、医療ＭａａＳをはじめとするＤＸを活用した取り組みであったり、ゼ

ロカーボンを目指す環境保全、環境への取り組み、こういったことも、県、国とも連携をしなが

ら取り組んでいくということであります。 

 そして、さらには、続けてまいりましたワンテーマディスカッション、昨年は、令和６年度は

７件、ワンテーマディスカッションを行うことができました。また、有識者意見交換会も引き続

き、これは町民の皆様の御意見を聞く大切な機会でありますので、しっかりと進めていくという

ところでございます。 

 また、役場内ということでありますと、職場内の風通し、そしてまた適材適所の人材配置とい

うことを心がけていくとともに、移動町長室をはじめとした私また副町長、また部長たちが動い

て、それぞれの課から、ただ報告を受けるだけではなくて、しっかりと我々が出向いていって、

多くのメンバーでこの協議をできるように心がけてまいりたいと思っているところでございます。 

 やはり現状にただ満足をするだけではなくて、少しずつ変えていくというこの体制をつくって

まいりたいというところであります。そしてまた、この大事な改革ということで申しますと、医

療を残すための病院事業の改革も大切であります。 

 また、２０２６年、来年になりますけれども、２０２６年７月には大島大橋の架橋５０年も迎

えるところでございますし、県においてライトアップという事業も展開をしていただいておりま

す。 

 このように、長々とお話をさせていただいたところですが、最後まとめさせていただくと、や

はりこれからの未来を見据えた予算策定を地道に、田中議員のおっしゃるとおり、取り立てて目

立ったものがないということでありますけれども、その後ろには、やはりこれからの未来、この

周防大島から外に出ても帰ってきたいな、周防大島で学んでみたいな、住んでみたいなと思って

いただけるような魅力あるまちづくり、町民の皆さんが中心となるような取り組みをしっかりと

つくっていきたいという思いで、この新しい予算をつくらせていただいたところでございます。 

 また、皆様の御協力をいただきながら、これらを実現してまいりたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ありがとうございました。 

 では、個別の予算ですが、１０ページの固定資産税が、対前年で１,０００万円程度減額にな

っておりますけれど、これについてどういう理由だと見られておられるのか。 

 ３４ページのデジタル基盤改革支援補助金３億２,４２７万１,０００円、これは、どういう内

容の事業に対する補助金が交付されるのかというところを、御説明お願いします。 
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○議長（荒川 政義君）  中原政策企画課長。 

○政策企画課長（中原 藤雄君）  田中議員の御質問の３４ページのデジタル基盤改革支援補助金

でございますが、これは地方公共団体システムの標準化共通化の対応業務にかかる補助金となり

ます。 

 内訳としましては、自治体システム標準化移行経費、これが２億５,０６１万９,０００円、そ

れからガバメントクラウド環境利用料の構築分が４,９０２万３,０００円、それから戸籍情報、

戸籍附票システムの標準化共通化に係る事業分が１,８８５万４,０００円、それから住基・税シ

ステムの標準化移行に伴うコンビニ交付システム改修業務が５７７万５,０００円を見込んで計

上しております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  宮崎税務課長。 

○税務課長（宮崎由紀子君）  田中議員の御質問で、固定資産税予算の対前年度の減額の要因でご

ざいますが、減額要因といたしましては、土地につきましては時点修正による価格下落に伴う減

額、家屋につきましては新増築家屋の見込数の減少、償却資産につきましては耐用年数、減価率

に伴う減額によるものです。土地、家屋、償却資産について全て減額となっております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 続きまして、歳出の質疑を行います。質疑は全款一括で行います。 

 歳出について質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  まず、地域活性化・害獣・防災対策特別委員会で提言をいたしま

したコミュニティづくり関係の予算、令和７年度から予算化するという御回答をいただいていた

と思うのですが、それがどのように今回の予算に盛り込まれているのか、全部でなくてもいいで

すから、端的に、代表的なところだけ御答弁をお願いします。 

 それと、人件費がかなり増加しておりますけれど、水道事業を移行するに伴って、これは手薄

になるとは言わないのかもしれませんけれど、物理的に考えて、どうしても通常の対応は、例え

ば、この間、安下庄で水道管が破裂して水が噴き出しているというときに職員が対応されていま

したけれど、そういう場合でもどうしても遅れると思うのですが、そうしたことをどういう体制

で補完されるのか。例えば、総合支所にそういった機能を持たせるから、その分の人件費が増え

たというそういった予算があるのかないのか、そこをちょっと教えてください。 

 ５７ページの若者定住促進住宅建設事業、２億４,３９０万９,０００円、これは毎度のことで

すが、取りあえず、前期までの入居者の町内外別の実績と、１人あたりの平均で結構ですが、費
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用がどれだけかかっているかというところを、御答弁お願いします。 

○議長（荒川 政義君）  梅木総務課長。 

○総務課長（梅木 義弘君）  田中議員からございました人件費にかかる部分の回答をさせていた

だきます。 

 人件費、かなり大幅にアップしております。第一義的な要因は、今年度の人事院勧告に基づく

大幅なベースアップが、大きな要因となっております。あと、水道事業の統合に伴って、実質的

にその辺のことが要因かという御質問もありましたけれども、そこが直接的な原因となった人件

費の増というわけではございません。 

 実際、水道の事故等があった際の対応については、引き続き、水道企業団で迅速に対応するよ

うに人員配置を行っていくというような協議が今なされているというところでございまして、町

といたしましては、一義的に総合支所等がその現場に出向くということはあろうかとは思います

が、あえてそこに人件費を充てるという計画は今のところありません。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  瀬川産業建設環境部長。 

○産業建設環境部長（瀬川 洋介君）  御質問２点目の若者定住促進住宅の、町外から来られた方

の人数ということですが、２期目までしか、３期目がまだ整理できておりません。２期目まで、

８戸のうち２戸が町外からの転入者となりました。しかしながら、そのうちの１件は、若者定住

促進住宅に入る条件にそぐわなくなったものですから、退出をされましたので、２期目までの話

になりますが、町外からの移住は１件のみとなっております。 

 それから２つ目、１人あたりの事業費という意味合いでしょうか。事業費は造成から建築から、

いろいろ設備工事等もありますし、一人一人に対する割合ということになるか、１件あたりの割

合ということになるかとは思うのですが、それについては、試算を、今、御指摘のあったような

計算の仕方を、今後、お示しをできればと思っております。現在のところは、そういった試算の

数値は出しておりません。 

○議長（荒川 政義君）  中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  田中議員からの御質問で、地域活性化・害獣・防災対策特別委員会

での提言を踏まえた、どういう予算措置をしているのかという御質問だと思います。 

 田中議員が日頃から言われるように、地域の活性化が町の発展につながるような趣旨のことで

あろうかと思います。この委員会において、それぞれ町の各部署における様々な提案等、委員の

方々に御審議をいただき、令和６年第３回定例会の委員長報告のとおり、提言を受けたところで

ございます。 

 その報告の中で、地域コミュニティの構築を図るには、人口減少、少子高齢化が著しい本町に
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おいて、地域の活動の担い手不足、それが大きな問題となっていると私どもも認識をしておりま

す。 

 その報告を踏まえて、今回の予算に具体的な反映をされているのかというようなことでござい

ました。具体的にどれがということはないのですが、例えば、私が所管しております総務部の関

係であれば、やはりその少子高齢化に対する定住対策については、新たに移住サポーター制度等

の予算を組んで移住された方の、先輩方の意見をいろいろ、体験談等、そういったものを新しく

移住される方に伝えていくことによって、一層の定住につながるのではないかというようなこと

もあります。 

 また、国の事業ではあるのですが、当然、町も絡んできておりますけれど、地域経済循環創造

事業補助金、これは産学官金の連携によって、地域課題の解決に向けた取組、また地域経済の活

性化等を踏まえた、新たな事業に取り組む企業の方と連携をして本町が抱える様々な地域課題を

解決していく取り組みに対して、国、町が支援をして地域の活性化につなげるというような事業

も新規で考えております。 

 いろいろ各部署から建設的な施策の提案をしております。これはあくまで、令和７年度から令

和９年度の間までに提案したものを、再度しっかりと協議したうえで、町の施策として取り入れ

ていきたいと思っております。 

 今回ないから、もうあれはないんだというようなことではなく、あくまで継続して協議を進め

ていくという考えに変わりはございません。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  水道の関係で、総合支所が取りあえず対応するというお話だった

のですが、総合支所も人員削減で手薄になっているというか、なかなか大変な様子なので、実際

に、その緊急時だけであっても対応ができるのか、その辺の総合支所との──総合支所がやるの

であれば、対応するのであれば、総合支所とのコンセンサスは得られているのか、その辺をもう

１回御答弁ください。 

 一般会計予算書の８４ページに、社会福祉協議会運営支援補助金４,８４６万９,０００円、こ

れ対前年で１３０万円ぐらい増えていますが、この算定方法はもう何回も聞いていますのでいい

が、懸念されるのが、毎年、令和元年度から大体１００万円ずつぐらいで上がってきている。例

えば、ある年には多額の寄附金があった年もあると思う。そうしたときでも、もう安定してとい

うのか、毎年１００万円ずつぐらい増加してきているというのは、これ、赤字補填というか、収

支の差額の分を補填しているというのとつじつまが合わないと思うが、今回、この１３０万円増

の理由、何か特別なものがあるのなら、そこを御答弁いただきたいと思います。 
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 それと、社会福祉協議会のホームページはできたのか、もう既に完成したのか。それと２年前

に社会福祉協議会で３０万円の損害賠償請求の和解がされていると思うのですが、これの事実関

係の報告や検証といったことはされているのかどうか、御答弁をお願いします。 

 それともう１点、２１３ページに、八幡生涯学習のむら管理運営経費の土地購入費で６,５８４万

４,０００円は、土地開発基金から買い戻すということだと思うが、なぜ、今、買い戻すという

ことなのでしょうか。御答弁お願いします。 

○議長（荒川 政義君）  藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  田中議員の最初の水道事業の緊急対応についての御質問でござ

いますが、総務課長から初期対応については、総合支所等で協力をいただきながらということ、

これは、今度、広域に水道課が移りますので、町とその辺の具体的な内容につきまして、協定の

中等で協力依頼をしてまいるのですが、またそれとは別に、どの辺のことを具体的にお願いする

かということを詰めてまいりたいと思っております。 

 例えば、バルブを閉めたりとかそういうことになると、なかなか専門の知識とか経験がないと

できませんので、まずは、例えば、道路に影響が出ておりましたら、コーンを立てていただくと

か、そういうごく簡単なところをお願いするようになると思います。基本的には、広域水道企業

団で対応してまいりたいと思っております。知恵と経験を持った人材が集まってくるということ

になっております。当番店等の協力も得ながら、水道施設の管理、維持管理の部分につきまして

も、若干、委託料等を増額して、適正な管理に努めてまいるようにしておりますので、その辺で

対応したいと考えております。 

○議長（荒川 政義君）  濱中福祉課長。 

○福祉課長（濱中 靖夫君）  田中議員の社会福祉協議会補助金の増額についてですが、当初一番

大きい要因としては、やはり人件費の増額部分がかなりのウエイトを占めております。 

 しかしながら、先ほど言われましたように、社会福祉協議会自体、寄附を受けていますので、

町がその上昇分の全てをかぶるのではなく、一部寄附からもその予算に充てるようになっており

ます。 

 また、ホームページの進捗につきましては、先般、今度ホームページを作成する業者が決定し

ておりまして、今年度中には契約が完了し、近いうちに立ち上がってくるのではなかろうかと報

告を受けております。 

 また、損害賠償の３０万円につきましては、事実は聞いてはおるのですが、その後の詳細なと

ころは把握しておりません。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  山根社会教育課長。 
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○社会教育課長（山根 一夫君）  先ほど御指摘のございました八幡生涯学習のむら管理運営経費

の土地の購入の関係でございます。監査から土地開発基金で購入をした土地が、開発基金のまま

残っているという御指摘がございました。その関係もございまして、早々の対応ということで、

令和７年度予算計上して、事務を適正にしていきたいと考えておりまして計上させていただきま

した。 

 以上になります。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  総合支所との詰めはこれからと聞いたのですが、令和７年４月か

らの話だと思うので、今の時点でそこら辺のことを詰めていないというのは遅いのではないかと

思いますので、早急にそこら辺は詰めて、本当に対応できるのかどうか、よく現場と話し合って

いただきたいと思います。これに御答弁は要らないです。 

 社会福祉協議会の人件費増が主な理由ということですが、今年度は１３０万円増えた、それが

人件費の増だとして、これまでずっと１００万円ずつ上がって──１００万円ちょうどではない

ですけれど、大体それぐらいのオーダーで上昇してきている。その中で、億を超える多額の寄附

金があった時もある。そういう時に減っていないというのは単なる赤字補填ではないのであれば、

なぜ、──今年度はいい、人件費が増えたから１３０万円増えたというのは分かります。でも、

その寄附金があった年にその上昇分はもっとあった、１億円以上の上昇分があったということな

のかどうなのか。その辺とつじつまが、今の御答弁ではつじつまが合わないのではないかなと思

うのですが、もう１度、もう少し詳しく御説明をいただきたいと思います。 

 裁判の事実関係は聞いておるということですが、聞いたが内容を把握していないと、そういう

ことでよろしいのかどうなのか、そこを御答弁ください。 

 ６７ページにＤＸ推進事業５,１０６万円というのがありますけれど、これは、町としてどう

いう方向でこのＤＸ推進事業を進めるのか、例えば５年後、１０年後とＤＸ推進して、どういう

環境を作ろうとしているのか。ぼんやりと言ったらいけないのですが、大きなＳ型というのか、

それがあれば簡単で結構なので、住民の生活がどう向上するのか。それは行政の中だけの話かも

しれませんけれど、このＤＸを推進してどういう地域社会にしようとしているのかというところ

を、御答弁いただければと思います。 

○議長（荒川 政義君）  濱中福祉課長。 

○福祉課長（濱中 靖夫君）  社会福祉協議会の補助金の、先ほど人件費が一番大きな要因と申し

上げましたが、もう１つが障害児の方への児童クラブの運営を社会福祉協議会に担っていただい

ているのですが、これが結構どこの事業所ができるというわけではなく、もう今、社会福祉協議

会に頼るしかないところで、これがかなりの赤字となっておりまして、その部分への支援という
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のも入って、人件費が増額しているというところです。 

 先ほどの多額の寄附金のことですが、今後、社会福祉協議会と協議しながら寄附金──例えば

補助金の中に少しでも組入れができないかという交渉をまた行っていきたいと思います。 

 それと、３０万円の損害賠償ですが、今後詳細を把握して、また検討させていただきたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  田中議員からＤＸの考えというか、どのようにというか、相対的に

どのようなことを目指しているのかという御質問だったと思います。 

 ＤＸを本町が推進している理由、これは全国的なことではございますがやはり一番は町民サー

ビスの効率化、利便性の向上というのを第一の目標として取り組んでおります。その中で、やは

り組織としての業務の効率化についても推し進めていかないといけない、それを進めていくこと

によって、当然経費の削減等、住民サービスへの向上につながっていくものと考えておりますの

で、こういったＤＸの技術というのは年々いろいろ進歩してまいります。やはりより効果的なＤ

Ｘの推進というのは、町としては常に考えて進めていく必要があろうかと思います。いつまでこ

れをずっと進めていくかというのは、今この場で申し上げることはできませんけれど、もし時間

が許せるのであれば、またこういった議論については別の機会でいろいろ話していただければと

思っております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午後０時16分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時15分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続行したいと思っております。 

 白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  それでは、歳出について質問させていただきます。 

 昨日、町長は施政方針の中で財源不足の慢性化を招かないために、事務事業の選択と集中、支

出すべき歳出の見極めを行っていくということをおっしゃいました。そういった中で、新規事業

が２３、拡充事業が１４と出てきたところでございますが、継続事業において、やめる決断をし

たものや縮小する決断をしたものがあれば教えてください。 
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○議長（荒川 政義君）  中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  白鳥議員からの質問にお答えいたします。 

 施政方針の中で町長が申しあげた、事業の財源不足に陥らないために事業の選択と集中という

言葉がございました。それ以降に、そういった中においても、やはり将来における基盤づくりに

ついては積極的な施策を進めていくという方針でございました。 

 継続事業の中に、取りやめたものや縮小したものがあるのかという質問の趣旨でございました。

予算査定の段階において、やはりしっかり原課から上がってきた予算について、町長、副町長、

私を含めてしっかりと事業の精査を行って、いろいろ意欲的な事業の状態、若い職員からの事業

提案等もございましたが、やはり施策に充てる財源とかそういったものが、しっかりと紐付けで

きているようなものについては、今回の新規事業等にあげておりますけれど、やはり継続事業に

ついては、町の行政が行う業務については、長期的にやって初めて成果が現れるというような事

業が多くございます。そういった中で多少の予算、ここは必要ないのではないかというようなこ

とは査定時に申し上げて、財源というか、予算の縮小は行っております。ただ、この事業につい

てどれだけかというのは、ここで私もすぐに思い浮かべることができませんけれど、やはりしっ

かり予算査定の段階において、町長の思いもしっかり組み込んだうえで、今回の予算を上程して

いるという状況でございます。 

○議長（荒川 政義君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  今、中元総務部長から説明があったとおりでありまして、あらゆる財源

を使うとか、事業一つ一つをしっかりと精査していくということを続けて予算査定をしたという

ことであります。あと、私からは具体的にということで、３月２８日に久美保育所が閉園という

ことになります。これも本来でありましたら、しっかりと責任を持って運営を続けていくことが

大切であろうかと思うところですが、やはり今、民間の保育園もあります。そしてまた措置され

る運営費の中での保育所運営ということでみますと、やはり町立で行っているよりも民間で行っ

ている方が、より効率的に経営をされているということもあります。そういった比較をいたしま

して、その区域の中には、既に保育園もあられるということでありますので、園児の皆さんの負

担も少ないだろうという、そういった総合的な判断で、そういった決断をしたということでござ

います。 

 また、そのほかには病院事業の再編も、こちらもやはり運営をしていく費用をしっかりと抑え

ていくということ、そういったこともしっかり念頭に入れるということです。やはり町からの繰

り出しが非常に多くなっていますので、その繰り出しについてしっかりと精査をして、どのよう

な形で医療をしっかりと残していくのかということをこちらも判断させていただいたところであ

ります。 
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 今のところ、以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  ありがとうございます。一般会計についてだけのつもりだったの

ですけれど、病院事業の再編についてまで御回答ありがとうございました。 

 ここ数年見ていると、毎年新規事業がはじまり、それははじまったら継続、次の年も新規事業

が始まるということで膨らむ一方なイメージがありましたので、今後、私も考えを深めていきた

いなと思った次第でございます。 

 またもう１点ですが、先ほど田中議員が質問されました、土地開発基金が持っていた町営住宅

の土地と八幡生涯学習のむらの土地かと思うのですが、それを購入するという形の整理をしたと

いうことなのですが、土地開発基金の基金残高の予算の概要を見たときに、特にそこの数字が反

映されていないように見受けられたのですが、自分の理解が追いついていないだけかもしれない

ので、購入したお金というのがどこに流れていくことになるのか、簡単に教えていただけたらと

思います。 

○議長（荒川 政義君）  岡原財務課長。 

○財務課長（岡原 伸二君）  ただいまの白鳥議員の御質問にお答えいたします。 

 土地開発基金の関係でございますが、基金の合計額は変わらなくて、中の現金部分と土地部分

の移動ということで、総額は変わりはございません。現金が増えるということで、土地が減ると

いうことになります。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  では、教育委員会関係で２問ほど。まず１つ目が、昨日と絡みが

あるのですが、スクールバス管理運営経費の備品購入費、こちら昨年購入予定だったスクールバ

スに関して、令和６年度の補正で見送るということで減額計上された。しかしながら、今回の当

初予算で新規の車両を購入する見込みはないようですが、果たして購入は必要なかったのかどう

なのか、そのあたりを教えてください。 

 ＩＣＴ教育支援事業で、備品購入費の計上が今年はないのですが、新たにタブレットの購入な

どは考えていらっしゃらないのか、この点も教えてください。 

○議長（荒川 政義君）  小泉教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長（小泉 周三君）  先ほどの質問ですが、御指摘のとおり、令和７年度の当

初予算におきましてはスクールバスの購入にかかる備品購入費の計上はいたしておりません。そ

の理由としては、去る令和６年第４回定例会において御承認いただいたところの、令和７年度か

ら２年間の債務負担行為の補正における設計の段階におきまして、全路線におけるスクールバス
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の運行車両の廃車計画の見直しを行っております。そのうち安下庄・久賀線、この路線について

は、秋・吉浦地区から安下庄小学校を経由して周防大島中学校まで運行するための小中学生、両

者が乗る車両となりますが、こちらの利用児童生徒数に若干の減少見込みがあるということです

ので、現在までは２９人乗りの１台と１４人乗りの１台の２台体制で運行を行っているところで

すが、そういった推計のもとで、新年度からは２９人乗りの１台での運行ができるということで、

新年度の購入は見送っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  木谷教育次長。 

○教育次長（木谷  学君）  ２点目の質問の、ＩＣＴ教育支援事業の中の備品購入費の話だと思

いますが、令和７年度の予算要求では要求はしておりません。これは、本年度４０台ほど当初で

買う計画で、令和６年度当初予算に要求しておったんですが、入札の結果、実は不用額が出まし

た。それで財務課と協議の結果、たしか記憶ですが、残り２５台ほど購入ができれば──２５台

ではなく、あと数台ですか、購入できれば全ての児童生徒にきちんとした形の令和２年度以降の

タブレットが行き渡るということになりましたので、その許可をいただきまして追加で購入した

というところで、全て新しくなったというか、令和２年度以降の最新のものになったということ

で、このたびは要求しておりません。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  ありがとうございます。まずスクールバス、昨日のお話では、現

状は予備車で走っている現状があって、今の御説明は来年廃車計画を見直して、先ほどの話だっ

たら次年度も予備車に１台回せるような形になるという認識でよいのか。そこをお答えください。 

 もう１つ、ＩＣＴのこのタブレットに関しては、昨年までのお話が、昨年までに小学２年生ま

でそろえて、次に小学１年生ということだったのですが、今の木谷教育次長の答弁の中で、小学

１年生のところまできっちりそろったということで、今回の予算には上がっておらんということ

でよろしいですか。もう１度お願いします。 

○議長（荒川 政義君）  小泉教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長（小泉 周三君）  先ほどの回答が言葉足らずで申し訳なかったのですが、

昨日の答弁の中で、緊急的に予備車を運行させるために車検を行って現在も運行しておるのです

が、今年度、車検を通して運行した予備車を来年度は廃車するということで、先ほどの答弁の中

の１４人乗りの１台の車両が浮くことになりますので、そちらを予備車として令和７年度は管理

していくということになります。 

 以上です。 
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○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で一般会計予算の質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第１号令和７年度周防大島町一般会計予算の質疑が終結しましたので、議

案第１号をお手元に配付しました議案付託票のとおり、各常任委員会に付託することにしたいと

思います。御異議ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第１号をお手元に配付しました議案

付託票のとおり、各常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論・採決は会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２、議案第２号令和７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計

予算から、日程第５、議案第５号令和７年度周防大島町渡船事業特別会計予算までの４議案を一

括上程し、これを議題といたします。 

 補足説明を求めます。中村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（中村 晴彦君）  それでは、議案第２号から第４号の補足説明をさせていただき

ます。 

 まず、議案第２号令和７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算につきまして、補足説

明を行います。 

 特別会計予算書の４ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を２６億２,４７１万９,０００円と定めるものでご

ざいます。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一款内での流用ができることを定めております。 

 それでは、事項別明細書により、歳入歳出予算の主なものにつきまして御説明させていただき

ます。 

 まず、歳入でございます。 

 事項別明細書の２２ページをお願いいたします。 
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 １款国民健康保険税は、３億４,０９４万８,０００円を計上しております。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 ２款使用料及び手数料は省略します。 

 ３款県支出金１項県補助金１目保険給付費等交付金は、２０億１,６６０万１,０００円を計上

しております。これは主に保険給付費総額の増により、普通交付金が増額となるものでございま

す。 

 ４款財産収入は省略いたします。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、２億２,１８０万円を計上しております。

このうち保険基盤安定事業繰入金は、低所得者に対する保険税軽減相当額を基準として一般会計

から繰入を行うものでございますが、１節保険税軽減分は県が４分の３、町が４分の１を負担し

て７,８０４万１,０００円、２節保険者支援分は国が２分の１、県と町が各４分の１を負担し

３,９２９万５,０００円を計上しております。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 ３節未就学児均等割保険税繰入金は保険税軽減分に対する繰り入れで、５７人分の６９万

６,０００円、５節産前産後保険税繰入金は保険税減免分に対する繰り入れで４万９,０００円、

６節出産育児一時金等繰入金は出産育児一時金の支給に要する費用に対する繰り入れで、１０人

分の３３３万３,０００円、７節財政安定化支援事業繰入金は地方財政措置により、国保財政が

受ける影響を勘案して算出した額の繰り入れで４,０９６万８,０００円、８節その他一般会計繰

入金は県の福祉医療助成事業において、県と町がそれぞれ２分の１を負担する国保負担軽減対策

分を県の試算に基づき９２８万７,０００円計上しております。 

 ２項基金繰入金は４,０５０万円計上しております。 

 ６款繰入金及び２５ページの７款諸収入は省略いたします。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、職員人件費及び事務経費として４,８１８万円

を計上しております。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 ２目連合会負担金は２６万６,０００円を計上しております。 

 ２項徴税費１目賦課徴収費は、国民健康保険税の賦課徴収にかかる事務経費を計上しておりま

す。 

 ２８ページの３項運営協議会費は省略いたします。 

 ２款保険給付費１項療養諸費は、療養給付費、療養費、２９ページの審査支払手数料合わせて
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１６億６,７５１万５,０００円、対前年度比１５.４％の増となっております。 

 ２項高額療養費は、高額療養費、高額介護合算療養費合わせて２億８,８１５万円を計上し、

対前年度比６.９％の増となっております。 

 ３項移送費については省略いたします。 

 ４項出産育児諸費は１０人分、３０ページの５項葬祭諸費は５２人分を計上しております。 

 ６項傷病手当諸費は省略いたします。 

 ３款国民健康保険事業納付金は県の算定に基づき、医療給付費分、３１ページの後期高齢者支

援金等分、介護納付金分合わせて５億３,３２０万９,０００円を県に納付するものでございます。 

 ４款保健事業費１項特定健康診査等事業費は、特定健康診査、特定健康保健指導に要する経費

として２,７６９万１,０００円を計上しております。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 ２項保健事業費は、保健事業として行う医療費通知及び健診結果説明会業務に要する経費等で

１,１７１万１,０００円を計上しております。 

 ３３ページをお願いいたします。 

 ５款基金積立金は省略いたします。 

 ６款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険税還付金は１８６万１,０００円、３４ペー

ジの２目保険給付費等交付金償還金は６００万円、３目その他償還金は１,０００円を計上して

おります。 

 ２項他会計繰出金１目病院事業特別会計繰出金は、病院事業特別会計に対する特別調整交付金

の繰出金として１,８２９万８,０００円。 

 ７款予備費は５００万円を計上しております。 

 以上が、議案第２号令和７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算についての概要でご

ざいます。 

 次に、議案第３号令和７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算につきまして、補足

説明をいたします。 

 予算書の７ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を５億５２６万８,０００円と定めるものでござい

ます。 

 次に、事項別明細書の４６ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料は３億３,９７１万２,０００円を計上し、対前年度比１.６％

の増となっております。 
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 ２款使用料及び手数料は省略いたします。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金は、県広域連合の試算等により３,０６３万

５,０００円を計上し、２目、保険基盤安定繰入金は１億３,４２８万７,０００円を計上してお

ります。 

 ４款繰越金は省略いたします。 

 ４７ページをお願いいたします。 

 ５款諸収入は６０万３,０００円を計上しております。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、職員人件費及び一般経費として１,４４２万

２,０００円を計上し、対前年度比６％の増となっております。 

 ４９ページをお願いいたします。 

 ２項徴収費は、１４５万円を計上しております。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金は、４億８,８７９万４,０００円を計上し、対前年度比

０.５％の減となっております。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金は、６０万２,０００円を計上しております。 

 以上が、議案第３号令和７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算についての概要で

ございます。 

 次に、議案第４号令和７年度周防大島町介護保険事業特別会計予算につきまして、補足説明を

行います。 

 予算書の１０ページをお願いいたします。 

 第１条で保険事業勘定の歳入歳出予算の総額を３１億８,２７６万９,０００円と定め、介護

サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額を６２６万８,０００円と定めるものでございます。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合に

同一款内で流用できることを定めるものでございます。 

 それでは、保険事業勘定から御説明いたします。 

 事項別明細書６２ページの歳入から御説明いたします。 

 １款の保険料は４億１,２１１万５,０００円を計上しております。現年度分の特別徴収保険料

は収納率１００％、現年度分の普通徴収保険料は収納率９２％の見込みでございます。 

 なお、被保険者数においては、特別徴収が６,９８１人、普通徴収が３９１人を見込んでおり

ます。 

 ２款の使用料及び手数料は省略いたします。 
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 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金は、給付費にかかる国の法定負担分とし

て５億１,６４４万４,０００円を計上しております。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金は、３億１,５６５万円を計上しております。この調整交付金

は高齢化による給付費増など、市町村の努力では解決できない第１号介護保険料の格差を是正す

るものであります。 

 ２目地域支援事業交付金では、介護予防・日常生活支援総合事業分と包括的支援事業・任意事

業分を合わせて３,２８０万円を計上しております。 

 ６３ページをお願いいたします。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金は７億９,６５０万円、２目地域支援事業交付

金は介護予防・日常生活支援総合事業分として１,５１４万５,０００円を計上しております。 

 ５款県支出金１項県負担金１目介護給付費負担金は、県の法定負担分として４億４,２３０万

４,０００円を計上しております。 

 ２項県補助金１目地域支援事業交付金は、介護予防・日常生活支援総合事業分と包括的支援事

業・任意事業分を合わせて１,６４０万円を計上しております。 

 ６４ページをお願いいたします。 

 ６款繰入金１項他会計繰入金１目介護給付費繰入金は、町の法定負担分として３億６,８７５万

円を計上しております。 

２目地域支援事業繰入金は介護予防・日常生活支援総合事業分と包括的支援事業・任意事業分を

合わせて１,６４０万円を計上しております。 

 ３目低所得者保険料軽減対策繰入金は、低所得者の第１号被保険者の介護保険料を軽減するた

め、第１段階から第３段階までの保険料を消費税による公費を投入して、軽減することとしたも

ので、一般会計から全額繰り出すもので、３,５２４万４,０００円を計上しております。 

 ４目保健事業・介護予防一体的実施繰入金は、保健事業・介護予防一体的実施事業に対する山

口県後期高齢者医療広域連合からの委託料を一般会計から全額繰り出すもので、２８７万

７,０００円を計上しております。 

 ５目その他一般会計繰入金は、職員給与費、介護認定審査会等の事務経費でございます。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は、７,８００万３,０００円を計上しておりま

す。 

 ６５ページをお願いいたします。 

 ３項１目介護サービス事業勘定繰入金は、介護サービス事業勘定からの繰り入れでございます。 

 ７款繰越金、８款諸収入は省略いたします。 

 ９款財産収入は、介護給付費準備基金の利子でございます。 
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 次に、歳出を御説明いたします。 

 ６７ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、職員人件費と介護保険一般経費として４,９７９万

５,０００円を計上しております。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 ２項徴収費１目賦課徴収費は、保険料の徴収事務経費でございます。 

 ３項１目介護認定審査会費は、介護認定等にかかる経費として５,１３８万６,０００円を計上

しております。 

 ６９ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費全体では、対前年度比１.６７％の減で２９億５,０００万円となっております。 

 １項サービス諸費は、要介護認定者と要支援認定者に対する給付で、２７億７,７５４万

１,０００円を計上しております。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 ２項その他諸費１目審査支払手数料は、国民健康保険団体連合会への手数料でございます。 

 ３項高額介護サービス等費は、７,０３４万６,０００円を計上しております。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 ４項高額医療合算介護サービス等費は、１,０００万円を計上しております。 

 ５項特定入所者介護サービス等費は、施設に入所している低所得者の方に食費、居住費を補填

するもので、８,８９１万３,０００円を計上しております。 

 ７２ページをお願いいたします。 

 ３款基金積立金は、介護給付費準備基金の基金利子の積み立てでございます。 

 ４款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は、４,８８２万８,０００円

を計上しております。 

 ７３ページをお願いいたします。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費は、介護予防・生活支援サービス事業のケアプランを作

成する際の経費として６３７万２,０００円を計上しております。 

 ２項一般介護予防事業費は、第１号被保険者のすべての方を対象とし、地域の実情に即した効

果的・効率的な介護予防を推進する事業の経費でございます。 

 ７４ページをお願いいたします。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的支援事業費は、地域包括支援センターの従来から

の業務である総合相談、権利擁護、包括的継続的ケアマネジメントに要する経費でございます。 

 ７５ページをお願いいたします。 
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 ２目任意事業費は、在宅介護の精神的、経済的な負担軽減を図るための家族介護支援、成年後

見制度の利用支援、認知症サポーター養成事業等に要する経費でございます。 

 ７６ページをお願いいたします。 

 ３目地域包括支援センター運営事業費は、地域包括支援センターの運営に要する経費として、

保健師等の職員人件費等５,４８７万円を計上しております。 

 ７７ページをお願いいたします。 

 ４目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費は、多職種協働により地域包括ケアシステム

の構築を目指す地域ケア会議推進事業の経費でございます。 

 ５目在宅医療・介護連携推進事業費は、在宅医療推進事業及び地域医療・介護連携推進事業の

経費でございます。 

 ６目生活支援体制整備事業は、高齢者の社会参加や住民主体による多様な生活支援サービスを

充実するため、生活支援コーディネーターを配置し、ボランティアの養成やネットワーク化を行

う経費でございます。 

 ７８ページをお願いいたします。 

 ７目認知症総合支援事業費は、認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができる

よう、認知症初期集中支援チームや認知症地域支援推進員を設置する経費でございます。 

 ４項その他諸費は、国民健康保険団体連合会への総合事業にかかる審査支払手数料等の経費で

ございます。 

 ７９ページをお願いいたします。 

 ５款１項１目保健事業・介護予防一体的実施事業は、山口県後期高齢者医療広域連合からの委

託を受けて、高齢者保健事業を国民健康保険保健事業及び介護予防の取組と一体的に実施するた

めの経費でございます。 

 次に、介護サービス事業勘定の御説明をいたします。 

 事項別明細書８３ページの歳入から御説明いたします。 

１款サービス収入１項介護給付費収入１目介護予防サービス計画費収入は、ケアプランの作成料

として６２４万３,０００円を計上しております。 

 ２款繰越金は、繰越金が生じた際に対応できるよう計上しております。 

 ３款諸収入１項１目雑入は、住宅改修理由書の作成料でございます。 

 次に、８４ページの歳出を御説明いたします。 

 １款サービス事業費１項１目介護予防支援事業費は、地域包括支援センターが指定介護予防支

援事業所としてケアプランを作成する事業等に要する経費６２６万８,０００円を計上しており

ます。 
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 以上が、議案第４号令和７年度周防大島町介護保険事業特別会計予算についての概要でござい

ます。 

 以上で、議案第２号から第４号までの補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午後１時50分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時52分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 補足説明を求めます。中元総務部長。 

○総務部長（中元 辰也君）  議案第５号令和７年度周防大島町渡船事業特別会計予算について、

補足説明をいたします。 

 特別会計予算書の１４ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１億５,４３５万１,０００円と定めております。 

 第２条地方債は１６ページの第２表のとおり、事業実施にあたり起こすことのできる起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものであり、その限度額を、５,０７０万

円と定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書の９６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入からでございます。 

 １款使用料及び手数料１項使用料は、前島航路１１１万２,０００円、情島航路１４６万

７,０００円、浮島航路９７０万７,０００円と見込み、合わせて１,２２８万６,０００円の計上

でございます。 

 ２項手数料は、手荷物・小荷物等の運搬手数料でありますが、３航路を合わせて１８５万

１,０００円を計上いたしております。 

 ９７ページの２款国庫支出金は、３航路への国庫補助金として２,０４５万円を計上しており

ます。 

 ３款県支出金は、こちらも３航路への県補助金として４,０２７万円の計上でございます。 

 ４款繰入金は、一般会計からの繰入金２,８７３万１,０００円を計上し、財源調整をしており

ます。 

 ５款諸収入は、各航路の会計年度任用職員に関する雇用保険料の個人負担分等の計上でござい

ます。 

 ９８ページの６款町債は情島航路の情島浮桟橋更新工事に伴う交通事業債及び過疎対策事業債
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の計上でございます。 

 ９９ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款事業費１項事務費１目総務費の職員人件費（渡船事業）は、一般職１名分の計上でござい

ます。 

 総務一般経費は、３航路運営のための事務経費の計上でございます。 

 １００ページ、２項事業費１目前島航路運航費、１０１ページ、２目情島航路運航費、

１０３ページ、３目浮島航路運航費につきましては、各航路の運航に必要な経費の計上でありま

すが、主なものは職員人件費、会計年度任用職員の報酬及び船舶の燃料費や修繕費となっており

ますが、新たに、前島航路運航費の工事請負費に前島浮桟橋設置工事として１,１６９万

２,０００円を計上し、久賀港で使用しておりました浮桟橋を前島に移設し設置するものでござ

います。 

 また、情島航路運航費には情島浮桟橋更新工事に伴う測量・設計業務委託料として１,４４３万

５,０００円、工事請負費に３,６３５万２,０００円を計上しております。３航路合わせて１億

４,１２２万円８,０００円の事業費となっております。 

 １０５ページ、２款公債費では、町債の元金償還経費６８万９,０００円と利子支払経費

３８万３,０００円の計上でございます。 

 ３款予備費は、１００万円の計上でございます。 

 １０６ページからは、給与費明細書であります。 

 １１４ページは、地方債に関する調書となっております。 

 以上が、議案第５号令和７年度周防大島町渡船事業特別会計予算の概要でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 質疑は議案ごとに行います。 

 議案第２号、質疑はございませんか。山根議員。 

○議員（３番 山根 耕治君）  特別会計予算書の３３ページです。今回、新規事業といたしまし

て人間ドック補助金が上がっております。昨年の私の一般質問で御提案して、早急にいろいろお

考えいただいてありがとうございます。 

 この人間ドックの補助ですけれども、具体的なところをお伺いしたいと思います。受診者の負

担率が何割になるのかということと、人間ドックを受けられる医療機関の制限というものがある

のかどうなのか、その２点についてお伺いいたします。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  中村健康福祉部長。 
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○健康福祉部長（中村 晴彦君）  山根議員からの御質問ですが、負担割合は３割を考えておりま

す。病院の制限ですが、とりあえず大島病院と柳井の周東総合病院で受け入れの了解を得ている

状態です。 

 初年度については、大島病院が１０人受け入れられるということと、周東総合病院も４０人程

度受け入れられる。ただ、ほかの事業所等とも周東総合病院は、すごく競争になると思うのです

が、広報活動等でできるだけ早く皆さんに知らせるようにして、予約等が取れるように努力した

いと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  山根議員。 

○議員（３番 山根 耕治君）  ありがとうございます。大島病院でも来年度から人間ドックが受

けられるようになることだと思います。ただ１０人というのは大変少ない数でございますし、そ

れから周東総合病院の４０人程度というのも、周東総合病院は中村健康福祉部長もおっしゃると

おり、たくさんの地域や団体から受け入れていることもございまして、柳井市の国民健康保険の

担当の方から、周東総合病院に集中するのは控えるようにしてほしいというお話を聞いたことも

ございましたけれども、とにかくはじめるのは大変に結構なことですので、この枠を広げていっ

て、町民の方がいろんな予防医療のメニューを受けられるように、これからも努力していただけ

ればと思っております。引き続きよろしくお願いいたします。 

 私からは以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第３号、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第４号、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第５号、質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  前年度に比べて予算が１.５倍ぐらいになっているのですが、多

分浮桟橋の工事費の増額だと思われますけれど、先ほどの説明では前島航路については久賀港で

使用していたものを移設するということで、久賀港で浮桟橋を使っていたところはどうするのか。

その移設するものの耐用年数はどれぐらいあるのか。 

 それと情島航路も３,６３５万２,０００円の工事費、浮桟橋の工事費ということですが、これ
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は新たに作るのは、どういったものを作る予算なのか。財源は国の補助金を受けるのか受けない

のか、受けるのであればどれぐらいの補助金が受けられるのか。その辺の御説明をお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  中原政策企画課長。 

○政策企画課長（中原 藤雄君）  田中議員からの御質問でございますが、前島航路の浮桟橋につ

きましては、以前、仮設で使っていた浮桟橋をこのたび前島へ移設をするということになります。

この浮桟橋につきましてはＦＲＰ製の浮桟橋となっております。平成２８年ぐらいに、たしか作

った浮桟橋でございまして、仮設として使用しておりましたが、その後、久賀港の県営の浮桟橋

が完成をしましたので、その浮桟橋を渡船の発着場として現在、令和５年６月から使用させてい

ただいております。 

 それ以降、浮桟橋は久賀港へ置いておったのですが。前島にあります浮桟橋、これは木製の浮

桟橋で航路ができた当初ぐらいから使用しておりましたけれども、木製でございますのでかなり

の腐食もあって、修理をずっと重ねながら使用してきたわけでございますが、久賀港にある浮桟

橋が不要となりましたので、それを移設して前島港で使うようにしております。 

 それから、情島の浮桟橋につきましては、これは鉄骨の構成の浮桟橋でございまして、平成

１３年２月に建造をしております。それから２４年ぐらい経過をいたしまして、過去、令和５年

令和６年令和７年と、側面に小さい穴が開いたりして緊急修理を行ってまいりましたけれども、

かなり腐食が激しいために、このたび建造をするということにしております。 

 財源につきましては、国の補助金はございませんので、過疎債と交通事業債を充てる予定とし

ております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほか質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第２号令和７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算から、議案第

５号令和７年度周防大島町渡船事業特別会計予算までの質疑が終結しましたので、議案第２号か

ら議案第５号までの４議案をお手元に配付しました議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託

することにしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第２号から議案第５号までの４議案

をお手元に配付しました議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論・採決は会期中の最終日の本会議といたします。 

 暫時休憩します。 
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午後２時06分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時18分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第６号 

○議長（荒川 政義君）  日程第６、議案第６号令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算を

議題とします。 

 補足説明を求めます。藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  議案第６号令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算につ

いて補足説明を申し上げます。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 第１条は総則でございます。 

 第２条は業務の予定量について定めております。 

 処理区域内人口６,２３０人、年間処理水量を４７万９,９００立方メートル、１日平均処理水

量を１,３１５立方メートル、年間有収水量を４７万３００立方メートルと予定し、主要な建設

改良事業を久賀・大島処理区、東和片添処理区の未普及対策事業及び安下庄浄化センター等の施

設更新事業にかかる特定環境保全公共下水道建設改良事業として１３億８,１１２万３,０００円、

日良居浄化センター等の施設更新事業等にかかる農業集落排水処理施設建設改良事業として１億

３,５８５万円、浮島処理区の施設更新事業にかかる漁業集落排水処理施設建設改良事業として

９,３５０万円としております。 

 第３条は、収益的収入及び支出の予定額について定めるものでございます。 

 収入につきましては、第１款下水道事業収益を１３億２,４７６万５,０００円とし、内訳とい

たしまして、第１項営業収益１億２,６８１万２,０００円、第２項営業外収益１１億９,７９５万

３,０００円とし、支出につきましては第１款下水道事業費用１１億１,４７０万９,０００円と

し、その内訳といたしまして、第１項営業費用１０億２,３４１万３,０００円、第２項営業外費

用８,９９９万６,０００円、第３項予備費１３０万円としております。 

 ４ページの第４条は、資本的収入及び支出の予定額を定めるもので、収入につきましては第

１款資本的収入を１７億３,４８４万３,０００円、内訳といたしまして第１項企業債１２億

１,２４０万円、第２項補助金５億１,６５５万円、第３項分担金及び負担金５８９万３,０００円

とし、支出につきましては、第１款資本的支出２０億６,７８７万１,０００円とし、内訳といた

しまして第１項建設改良費１６億１,０４７万３,０００円、第２項企業債償還金４億５,７３９万
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８,０００円としております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億３,３０２万８,０００円は、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額９,８８９万３,０００円、過年度分損益勘定留保資金

１億６,１４２万７,０００円、当年度分損益勘定留保資金７,２７０万８,０００円で補填するも

のでございます。 

 第５条は、企業債について定めるもので、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の

方法を定めており、内訳といたしまして、久賀・大島処理区及び東和片添処理区の未普及対策事

業や安下庄浄化センター等の施設更新事業にかかる特定環境保全公共下水道建設改良事業９億

２,７８０万円、施設更新事業等にかかる農業集落排水処理施設建設改良事業９,２２０万円、浮

島浄化センター等機能保全事業にかかる漁業集落排水処理施設建設改良事業６,８５０万円、資

本費平準化債１億２,３９０万円及び特定環境保全公共下水道過疎対策ソフト事業に７８０万円

の計１２億２,０２０万円を限度額としております。 

 ５ページの第６条は、一時借入金の限度額を５億円と定め、第７条は予定支出の各項の経費の

金額を流用することができる場合として、消費税及び地方消費税に不足が生じた場合、営業費用

及び営業外費用の間の流用を定めております。 

 第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、職員給与費９,８２２万

９,０００円と定め、第９条は、他会計からの補助金として下水道事業健全財政運営のため一般

会計からこの会計へ補助を受ける金額は４億７,６２９万円と定めております。 

 附属資料といたしまして、６ページ以降に予算説明書などを添付いたしております。 

 以上が、議案第６号令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の補足説明でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 議案第６号、質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  １点だけ教えてください。公共下水の下水道受益者分担金５８１万

円というのがありますけれど、２７ページ。これは、新規に何基、何戸分がこの分担金となるの

か。その分担金が入るところは全てすぐに加入することができるのか、もちろん工事をしてから

ですが、加入しようと思えば加入することができるのか、その辺を教えてください。 

○議長（荒川 政義君）  藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  ただいまの分担金の御質問でございますが、申し訳ございませ

ん、戸数につきましてはこちらのほうでは把握をしておりませんが、令和６年度に工事が完了い

たしまして、供用開始ができる部分１万８,３３０平米がその対象のエリアになっておるのです

が、そこにあります新しく供用開始がされました、これが全て直ちにつなげていただければいい
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のですが、まだそこまでの見込みは出ておりませんので、令和６年度完了部分、供用開始が令和

７年度についてできる部分の見込みを出しておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  この５８１万円という予算の根拠があると思うのですが、それは

今お手持ちじゃないということなのかもしれませんけれど、この１万８,３３０平米、私がお聞

きしたのはその件数と、件数は後ほど教えていただけるということで、その１万８,３３０平米

について新しく加入できますと、その中で加入したくてもできないところがあるのかないのか、

そこはどうですか。 

○議長（荒川 政義君）  藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  ただいまの御質問ですが、加入したくてもできないという、今

回５８０万円ぐらい見込んでおりますが、そこは基本的には供用開始をしておるところでござい

ますので、加入はできると見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  当たり前の話ではあるんですが、分担金を払っているのにつなご

うと思ってもつなげない、下水道が利用できないというところはないということでよろしいんで

すか。 

○議長（荒川 政義君）  藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  ただいまの御質問ですが、今回計上しております分担金の見込

額の中に、加入したくてもできないという戸数、そういう面積は入っておりません。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかにございませんか。白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  一般会計からの繰入金についてお伺いします。 

 一般会計からの繰入金のうち、交付税措置がされている基準内繰入金とそうでない基準外繰入

金の額をそれぞれ教えてください。 

○議長（荒川 政義君）  藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  ただいまの御質問ですが、いわゆるこの基準内繰入の部分につ

きましては、他会計負担金というところで計上させていただいております。３億７９８万

５,０００円になります。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  白鳥議員。 
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○議員（７番 白鳥 法子君）  ありがとうございます。ということは、他会計補助金のところに

書いてある４億７,６２９万円が基準外ということでよろしいか、念のため確認をお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  藤本上下水道部長。 

○上下水道部長（藤本 倫夫君）  議員さん御指摘のとおり、他会計補助金のところがいわゆる基

準外繰入という部分になります。償還金の元金でありますとか職員人件費でありますとか、その

他下水道事業にかかる費用、その他の補助ということで一般会計から繰り入れていただいている

部分になります。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  よろしいですか。ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第６号令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の質疑が終結しまし

たので、議案第６号をお手元に配付しました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託する

ことにしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第６号をお手元に配付しました議案

付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論・採決は会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第７号 

○議長（荒川 政義君）  日程第７、議案第７号令和７年度周防大島町病院事業特別会計予算を議

題とします。 

 補足説明を求めます。石原病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石原 得博君）  議案第７号令和７年度周防大島町病院事業特別会計予算の補

足説明をいたします。当予算は、策定中の周防大島町病院事業第２期再編計画を基本として編成

しております。 

 お手元の令和７年度周防大島町病院事業特別会計予算書の５ページをご覧ください。 

 第１条は総則でございます。 

 第２条は業務の予定量について定めております。 

 病床数、定員につきましては、令和６年度予算からの変更はございません。 

 次に、入院患者数につきましては、２病院合計で４万９,３３０人。 

 ６ページをご覧ください。 
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 外来患者数は、３医療機関合計で６万５,１７２人を見込んでおります。介護施設の利用者数

は合計で入所２万７,４１４人、通所２,５９１人を見込んでおります。 

 ７ページをご覧ください。 

 大島看護専門学校の学生数は、１、２、３学年の計７１人を見込んでおります。 

 主要な建設改良事業につきましては、後ほど第４条の資本的収入及び支出で御説明申し上げま

す。 

 ８ページをご覧ください。 

 第３条の収益的収入及び支出について定めるもので、業務の予定量に基づき収入を合計４１億

７,６８２万円。 

 ９ページをご覧ください。 

 支出を合計４７億１１７万円と見込んでおります。 

 なお、資金不足の解消に充てるため、企業債（経営改善推進事業）８,８８０万円を借り入れ

ます。 

 入院患者数・入所利用者数減少等の影響により、収益的支出が収入を上回る赤字予算となりま

す。 

 １０ページをご覧ください。 

 第４条は資本的収入及び支出について定めるもので、収入の企業債につきまして、後ほど説明

します資本的支出の建設改良費の財源として、病院事業債及び過疎債借り入れを見込み、東和病

院は２億２,９５０万円、大島病院は２億２,９００万円を計上しております。 

 また、固定資産売却代金につきまして、未利用医師住宅の売却による収入を東和病院は

３,９９１万４,０００円、橘医院は２６０万４,０００円、大島病院は１,００４万８,０００円

計上しております。 

 支出につきましては、東和病院の建設改良費２億２,９６４万４,０００円は、医療ガス設備改

修工事のほか電子カルテ更新等７品目の機器整備を、企業債償還金２億９,２５８万４,０００円

は、令和７年度中の償還予定額を見込み計上しております。 

 橘医院の企業債償還金９,９７１万円は、令和７年度中の償還予定を見込み計上しております。 

 大島病院の建設改良費２億２,９０４万３,０００円は、電子カルテ更新等６品目の機器整備を、

企業債償還金１億５,４３０万４,０００円は、令和７年度中の償還予定額を見込み計上しており

ます。 

 やすらぎ苑の企業債償還金５,５２６万４,０００円は、令和７年度中の償還予定額を見込み計

上しております。 

 さざなみ苑につきましては、１１ページをご覧ください。 
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 企業債償還金３,４４０万５,０００円は、令和７年度中の償還予定額を見込み計上しておりま

す。 

 大島看護専門学校の企業債償還金５,１４０万３,０００円は、令和７年度中の償還予定額を見

込み計上しております。 

 １０ページへお戻りください。 

 資本的収入を合計５億１,１０６万６,０００円。 

 １１ページをご覧ください。 

 支出を合計１１億４,６３５万７,０００円と見込んでおり、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する６億３,５２９万１,０００円は、１０ページの第４条冒頭に記載しておりますとおり、

消費税及び地方消費税資本的収支調整額４,０７４万７,０００円、損益勘定留保資金５億

９,４５４万４,０００円で補填するものとします。 

 第５条は、債務負担行為について定めるもので、大島病院給食業務について期間を令和６年度

から令和８年度までとし、限度額を１億４,４５１万５,０００円と定めております。 

 第６条は企業債について定めるもので、借入限度額を５億４,７３０万円と定めております。 

 第７条は一時借入金の限度額を１０億円と定めております。 

 １２ページをご覧ください。 

 第８条は議会の議決を得なければ流用することのできない経費を定めるもので、給与費計

２８億７,４３７万４,０００円、交際費計８８万７,０００円を計上しております。 

 第９条は他会計からの補助金について定めるもので、合計１０億９,９１３万８,０００円の繰

り入れを予定しております。 

 １３ページをご覧ください。 

 第１０条は薬品や診療材料費等のたな卸資産の購入限度額を定めております。 

 業務の予定量に基づき５億７,４２８万６,０００円と見込み、定めております。 

 第１１条は重要な資産の取得及び処分について定めるもので、取得する資産として機械５品目、

処分する資産として機械５品目をあげております。 

 附属資料といたしまして、１４ページ以降に予算に関する説明書を添付してございます。 

 以上が、議案第７号令和７年度周防大島町病院事業特別会計予算の内容でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 議案第７号、質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  第２期再編計画、経営的な理由が主な改革の理由ということだっ

たと思うのですが、今回の予算がこれまでと比べてこれだけの経営が改善されていますとか、こ
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ういう内容で改革をしましたというようなことを端的に示すとすれば、どういう言い方をされる

のか。個別は結構なので全体の枠として、これだけの経営的な改革が令和７年度は図られますと

いうことが、言えるのか言えないのか、そこを御答弁お願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  木村病院事業局総務課長。 

○病院事業局総務課長（木村 稔典君）  田中議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 先ほど、補足説明でも申し上げましたこの人口減少、あとは民に任せるものは民にという考え

方のもと、我々公でなければできないものについて集中するということで、第２期再編計画を策

定しておるところです。 

 令和７年度予算においては、やはり患者数の減少等がございますので、業務量、患者数につい

ては減るのですが、その中で外来患者数については、新たな医師の確保をすることができたので

少し上昇するというところも見込んでおります。 

 また診療報酬、いわゆる収入の単価を上げるという努力、これを継続してやっております。そ

ちらの部分についても効果があって、診療単価についても増加するということを行っておるとこ

ろです。 

 また今回、固定資産売却として予算計上しておりますように、不要な資産、今後使う見込みの

ないものについては売却する、こういったことも行っていて、少しでも資金確保について努力す

るということを行っておる予算でございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  今おっしゃられた内容を、例えば金額で示すとか、パーセンテー

ジで示すとか、これまでの経営収支と比べてこれだけ改善されました、改革されました、そうい

った指標があるのかないのか。示せるはずですけれど、それを示さないとなかなか改革プランと

いっても、町民の方の理解は得られにくいのではないかと思います。その概要を、大枠でいいの

でそこを示してほしいのと、今御説明の中にはなかったのですが、契約に関して前々から申し上

げているように、契約に関する改革改善というのは図られたのかどうか、そこも合わせて御答弁

をお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  木村病院事業局総務課長。 

○病院事業局総務課長（木村 稔典君）  前年度の当初予算ベースの資料しか持っていないので、

なかなか明確に答弁することが難しい部分もあるのですが、先ほど申し上げました外来患者数の

増加、単価の増加等によって、外来収入については１,３０６万円程度の増加を見込んでおると

いうところです。 

 また、もう１つ資産の売却というところについて申し上げましたけれども、こちらはまだ手続
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に入っておりませんので、あくまでも簿価ベースでございますけれども、先ほどの予算書の

１０ページに記載しております固定資産売却代金、東和病院については３,９９１万４,０００円、

橘医院については２６０万４,０００円です。大島病院については１,００４万８,０００円、こ

ういったものについてが資金的に確保できるのではないかと見込んでいるところでございます。

（「契約」と呼ぶ者あり） 

 大変失礼いたしました。答弁漏れがございました。 

 契約についてです。特に今回、医療機器等建設改良を行う予定ですけれども、基本的には入札

で行っていくことにしております。医療機器については、どうしても、いわゆるそういったデ

ィーラーというところもありますので、そちらに多く参加していただけるように、指名競争入札

になるのですが、そういった手続によって費用削減、そういったものに取り組んでいきたい。 

 また、そのほかの部分、今後清掃の入札を考えておりますけれども、そういった部分について、

まず仕様書を改めることによって費用削減すると、そういった努力も行っていきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  病院事業経営強化プランの参考資料に基金残高が年次ごとにあっ

たと思うのですが、それは令和７年度については、その目標値は達成されているのかどうなのか、

そこだけ御答弁をお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午後２時52分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時55分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。木村病院事業局総務課長。 

○病院事業局総務課長（木村 稔典君）  基金残高については、昨日の補正予算でもお話しさせて

いただきました、全て国債を売却して、全て現金化したということで基金はゼロになるというこ

とです。今回、歳入計画については、時点修正で収支計画を少し修正をかけてさせていただいて

おります。その最終案では、令和７年度末、いわゆる現預金については２億４,７９８万

８,０００円となる見込みの予定です。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はありませんか。占部議員。 

○議員（１番 占部 智子君）  １２ページの交際費は、具体的にどんなものでしょうか。 

 １３ページのＸ線テレビシステムの取得と処分があるのですが、これはリースか何かなのでし
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ょうか。 

○議長（荒川 政義君）  木村病院事業局総務課長。 

○病院事業局総務課長（木村 稔典君）  重要な資産の取得及び処分のところに記載してあるもの

だと思うのですが、そこに改めての指定で記載しておりますものについては、周防大島町病院事

業の設置等に関する条例の第５条にあるのですが、７００万円以上の不動産・動産の買入れ、処

分についてはそこに計上しないといけない決まりになっておりますので、計上させていただいて

いるところです。 

 また、リースではなくて新しいものを購入して、既存のものについては廃棄処分をするという

ことでございます。 

 また、交際費については、大学等の関係もあってお歳暮とかお中元とか、そういったものに使

用しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第７号令和７年度周防大島町病院事業特別会計予算の質疑が終結をしまし

たので、議案７号をお手元に配付しました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託するこ

とにしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案７号をお手元に配付しました議案付

託票のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論採決は会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１２号 

日程第１３．議案第１３号 

日程第１４．議案第１４号 

○議長（荒川 政義君）  日程第８、議案第８号令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第

８号）から、日程第１４、議案第１４号令和６年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第
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３号）までの７議案を一括上程し、これを議題とします。 

 議案に対する質疑は、３月４日の本会議で終了しておりますので、これから討論・採決に入り

ます。 

 議案第８号、討論はございませんか。吉村議員。 

○議員（１０番 吉村  忍君）  議案第８号令和６年度周防大島町一般会計補正予算（第８号）

について、賛成の立場で討論いたします。 

 今回の補正予算では、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、介護保育等物価高

騰支援金給付事業が予算計上されました。町内の介護事業者、障害福祉サービス事業者、私立保

育事業者に支援金の給付が行われるものであります。 

 令和４年度にも新型コロナウイルス対策として支給され、各事業者から大好評だった事業でご

ざいます。昨年、選挙の際に地域を歩いた時に、介護事業者の方から物価高騰への悲鳴とも言え

る声を聞きました。皆さんもそのような声を聞かれていると思います。 

 また、町にも事業者から要望書が提出されたということでございます。その声、悲鳴を聞き流

すことなく、今回の補正予算による予算計上は大きく評価されるべきものと考えます。昨日の質

疑ではどなたからも質疑がございませんでしたので、各位、私と同様に本事業に対して評価をし

ているものと思っております。 

 また、同臨時交付金を活用した物価高騰生活支援クーポン券事業も予算計上されました。町民

の生活を支援するため、町内で広く利用可能な５００円割引クーポン券１０枚を、町内に居住す

る全ての方に交付されるものでございます。昨日の質疑の際にも申し上げましたが、過去に２度、

こういったクーポン券事業が行われ、若干使い勝手が悪い点もありながらも、いずれも回収率が

９０％を超え、大好評の事業でありました。 

 今回は、昨日の瀬川産業建設環境部長の完璧な御答弁にもありましたように、改善がなされ、

全ての地域の方が使い勝手が良くなりました。当然のこととはいえ、このように我々の提言や町

民の声を聞き、過去の事業を検証し改善する姿勢についても、大きく大きく評価されるべきもの

と考えます。 

 以上、私の賛成討論といたします。議員各部におかれましては、御賛同賜りますようお願いを

申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  続きまして、反対討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  賛成討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 
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 これから、起立による採決を行います。議案第８号令和６年度周防大島町一般会計補正予算

（第８号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第９号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第９号令和６年度周防大島町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第５号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１０号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１０号令和６年度周防大島町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第４号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１１号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１１号令和６年度周防大島町介護保険事業特別

会計補正予算（第４号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１２号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１２号令和６年度周防大島町渡船事業特別会計

補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１３号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１３号令和６年度周防大島町下水道事業特別会

計補正予算（第２号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１４号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１４号令和６年度周防大島町病院事業特別会計

補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  以上で、本日の日程は全部議了しました。 

 本日は、これにて散会をいたします。 

 次の会議は、３月１８日火曜日、午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（池永祐美子君）  御起立願います。一同、礼。 

午後３時05分散会 

────────────────────────────── 


